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一．未知との遭遇




　まったく、なんてだらしないんだろう。だいたい、できる上司、というのがこの世にいるのだろうか。

　事務のわたしにクレームの後始末を押しつけ、肝心の営業マンは逃げまわっている。

　胃に穴が空きそう。

　電話越しで顔が見えないからって、ユーザーは怒り放題だし、とりあえずひと言でも営業マンがさきに謝罪しておけば、少しは先方の気分も緩和されただろうに。

　嫌な週末。

　見上げた空は星が瞬またたいてすっきり晴れているのに、こんな気持ちで家に帰ればどんよりとした空気をお持ち帰りしそうだ。

　会社からまっすぐ帰る気にはなれず、家の近くの公園に立ち寄った。夜の十時をすぎ、外灯もろくにない公園は物騒なくらいに暗くてだれもいない。

　危機管理の一環として、この際、襲われたときはめいっぱい攻撃してむしゃくしゃを発散しよう、とへんな誓いをたてた。

　それくらい苛々しながら、コンビニで調達してきた缶チューハイのプルトップを開けた。

　ビールは苦くて飲めないけれど、フルーティなチューハイならいける。お酒には弱いけれど一気飲みしたい気分だ。

　一缶くらいならどうってことないかも。

　そう思って一大決心をした。これくらいのことに大げさだけれど、普段から超が付属する真面目な――と、自分で言うのもおこがましいが、わたしは羽目を外すことが苦手なのだ。

　とりあえずひとくち。

　うん、おいしい。暑くも寒くもない六月の気温はチューハイがちょうどいいかもしれない。

　一気とまではいかないまでも、いつもの〝ちびちび〟よりは〝ぐいぐい〟と飲んで一缶を空けた。躰がかっと熱くなったのも無視して二缶めを飲み始める。

「なんだか気分よくなってきたかも」

　声に出して独りつぶやくと意味もなく可笑しくなって、わたしは緩みきった顔で空を見上げた。

　もしかしてわたし、酔っぱらってる？

　そう思いながら、またくすくすと笑った。

　公園が暗いせいか、夜空の星はいつもより多く見える気がした。

　こんなにたくさん星があるんだから、ひとつくらい流れてくれないかな。そして、願い事を叶えてもらおう。

　目下のところ、できる上司、希望です。

「って言ってもね……流れ星って、消えるまでに三回願い事を唱えると叶うって言うけど、普通ね、『あ』で終わっちゃうんだよ。つまり絶対叶わないって言ってるようなものだし……」

　……。こんなケチをつけたってどうにもならない。

　夢は途切れた二十三歳だけど願い事はたくさんある。

　だからお願い、お星様。容姿に恵まれず、まったくもって名前負けしているわたし、旭妃綸子あさひりんこに愛をください。

　なぁんて……え、あ！　嘘っ、流れ星！

　バカバカバカっ！

　気づいた瞬間、叫んだのは『バカ』三回。

　いきなりの流れ星、いや、流れ星は普通にいきなりだけれど、たったいま流れ星のことを考えていたくせに『バカ』しか言えないわたしって……。

　願い事、ちゃんと考えておけばよかった。

　わたしは大きくため息をついた。

「でも。バカ、って願い事って……ぷ」

　ちょっと気分がいい。流れ星、見られたこと自体ラッキーな気がする。

「帰ろ」

　二缶めの残ったチューハイを飲み干してベンチから立ちあがった。

　とたん。

　ドンッ。

　凄まじい地響きと衝撃音に襲われた。

　躰を支えられず、よろけて転んだ。

「イタタ……」

　四つ這いになった躰を起こして手についた土をはらう。顔を上げたと同時に、その場所を見たわたしは固まった。

　は、は、は……。

　いや、笑っているわけじゃなくて。

　おそるおそるわたしは視線を上げていく。

　は、裸の……王子様!?　がいた……。

　ほんのいままで座っていたベンチはぺちゃんこになり、その横に裸をさらし、しかも堂々と……。

　思わず視線をおろしたわたしは〝ソレ〟が目に入るなり、地面に突っ伏した。

　夢？　っていうか、この年になってもわたしはいまだにソレを見たことがない。想像力、逞しすぎる。

　わたしってもしかして相当に〝酔っぱ〟になってる？

「あの……見えてるんですけど」

　顔を伏せたまま、いちおう忠告してみた。

　……。

　反応はない。

　やっぱり幻なんだ。よかった。正気に戻ったうちに帰らないと、またとんでもない幻覚を見てしまいそうだ。

　それにしても、わたしって――。

「バカ、とはなんだ？」

「……へ？」

　ぎょっとしてわたしは顔を上げた。目のまえにはやっぱりソレがあって、今度は躰が拒絶反応を示して後ずさりした。そうしながらおそるおそる視線を上げていく。なぜか不穏な眼差しと、わたしの目がばっちり合ってしまう。

「おまえの願い事だ」

「願い事？」

「おまえ、おれに三回バカって言っただろうが」

　バカ、って言った。確かに。でも、おれに、って何？

　わたしの頭のなかに〝ハテナ〟が果てしなく流れている。……違う、流れたのはお星様だ……え――？

「も、も、もしかして星の王子様!?」

　いちいち王子様とつけるのもおかしい気がするけれど、見た目は間違いなく王子様。

　茶色い髪はちょっと長めのざんばら髪で、うなじ辺りは肩まで伸びている。細長い眉に黒い瞳はちょっと鋭すぎるけれど、切れ長で、かといって細くはなく絶妙なバランスだ。鼻は高くもなければ低くもなく、くちびるはアヒル口でもタラコ口でもなく、おせんべいを重ねたみたいに薄っぺらでもなく、つまりちょうどいい。というよりは良すぎる。

　って、待って！　いま、夜で、この公園は暗かったはず。なんで見えるの？

　慌てて周りを見回した。やっぱり夜だ。もう一度、視線を戻した。

　……光ってるし。

　流れ星の名残？　触ったら熱いんだろうかとどうでもいいことを考えると、タイミングよく――

「くだらぬ」

　と一蹴されたが――

「おれが王子様ごときで終わると思うか。せっかくこの星を乗っとろうと思ったのに、おまえが願い事を口にして邪魔をしたんだ」

　と、くだらないのは王子様と称したことらしかった。

「へ……乗っとる……とは何事ですか？」

「この星の持ち主は詰まらぬだろう。人間という玩具を作って、挙げ句の果てにその人間に乗っとられようとしている。星の主として情けないとは思わないか」

「……はぁ」

　この星、つまり地球の持ち主っていわゆる神様？　と、思いながらとりあえず曖昧に同意した。口答えしたらこの王子様はなんだかキレそうだ。

　星の王子様ってもっとこう、ふわふわっ、とした感じじゃなかったっけ。

「さっさと願い事を叶えて玩具を片づけてやる。さあ、言え、バカとはどういうことだ？」

　玩具を片づける……。王子様のセリフからすればわたしも玩具なわけで、片づけるということは殺しちゃうってこと？　しかも乗っとるって、穏やかじゃないじゃないですか！

　……ていうか、あり得ない。

　裸だし、つまりは露出狂で変人で……せっかくの王子様なのにもったいないけど頭おかしいんだよ、きっと。

　もしくは飲みすぎたせいでわたしはきっと夢を見てるんだ。

「じゃ、おやすみなさい」

　質問を無視して立ちあがると、口早に声をかけて立ち去った――つもりが、背後から腕が躰ごと引きとめた。

　どうやら実態はあることはわかった。光ってるわりに熱くないし。ということはただの変態!?

　えっと……襲われたときは攻撃すると誓ったんだった。

　でも何、暴れてみたのにびくともしない。助けを呼ぼうにもだれも通らない。それより、あんな大きい音がしたというのに野次馬が現れないってどういうこと？　いや、音は幻聴なのか……。

　頭が混乱してきた。

「おまえ、このおれが願いを叶えてやろうと言ってるんだ。名誉に思え。さあ、バカとはなんだ？」

　頭の上から声が降ってきた。

「つまり……あなたみたいな人のことです」

「なんだ？」

「だから、あなたがバカです。悪いですけどさっきからヘンなこと――」

「なんだ、おれが欲しいのか。うむ、おまえも人間にしては目が高い。しかし、おまえにおれは身に余る」

　さえぎられると同時に腕が離れて自由になった。

　あなたが自ら言うんですか、と思わず突っこみたくセリフだったが、せっかく機嫌が麗しくなったところで水を差したくもない。ここで、ささっ、と退散するのみ。

「そのとおりですね。そのお顔を拝見させていただいただけでわたしは充分です。それでは」

「待て。せっかくだ。少しくらいおれの時間をやろう」

　勘違い王子様はご満悦モード。

「いえ、滅相めっそうもない。お言葉だけで……」

　わたしは慌てて手を振り首を振りして、深々と頭を下げると身をひるがえして駆けだした。

　やっぱり酔っぱらうのはよくない！　幻聴に幻影。ストレスのせいか欲求不満まで。

　〝アレ〟は本当にアレだったんだろうか……――……もういい。

　わたしはその思考を中断した。

　明日とあさってはちょうど休みだし、ゆっくり眠ってストレス解消しなくちゃ。

　公園から歩いて八分、走って五分という三階建てのアパートにたどり着いた。

　三階の隅にある自分の部屋まで駆けあがり、鍵を取りだそうとしてはたと気づいた。手に何も持っていない。

「……どうしよう……」

「これか？」

　突然、目のまえにわたしのバッグが差しだされた。

「あ、どうもありがとうござ……え？」

　お、王子様……。

「玩具と言えどもおまえの殊勝な態度が気に入った。少しと言わず、しばらくおれの時間をやろう」

　恩着せがましく押しつけられて目眩めまいがした。

　お酒を飲んだ直後に走ったせいでよけいに酔いがまわったのかもしれない。動悸が激しくなったと思ったとたん、わたしの意識は途絶えた。




　もしも願いが叶うなら。

　バカ三回、なかったことにしてください。









  




二．王子様は興味津々




　なんだか背中が温かい。ぼんやりと意識を浮上させながらそう思った。でも、なんとなくすかすかした感じ。この落差はなんだろう……。

　疑問に思ったとたん、ハッと目が覚める。慌てて起きあがろうとしたわたしは、躰にのっかっている重りに邪魔された。

　まさか、まさか、まさか！

「起きたか」

　尊大な声が背後から聞こえた。

　間違いなく、王子様の声。

　夢じゃなかったんだ……じゃなくて、いまもきっと夢のなか。このわたしが見知らぬ男の人とベッドインなんてあり得ない。

　信じたくない気持ちが考えを変えた。

　ベッドの横の出窓はカーテンが開いていて青空が見えるけれど、休日の寝坊は充電の一部だ。

　ついでにもう少し眠ろう。ちょっとあったかくて気持ちいいし。せっかくだから……。

「おやすみなさい」

　なんとなく声をかけて目を閉じた。が、王子様はやっぱりいた。

　あっんっ！

　おなかから這いあがった手に不意打ちで胸をつかまれた。そのとき、すかすかした理由がわかった。わたしは丸裸で王子様の躰にくるまれていた。

　王子様の手は感触を確かめるように閉じたり緩めたりを交互に繰り返す。それだけの行為でもわたしにとっては衝撃的で、声が漏れ、はじめての感覚に身を縮めた。

「やっ……ちょっと……あんっ……待って！」

　制止しても答える声はなく、手のひらはさらに妖しくなって上半身をくまなく這いだした。

　そのうち、わたしのお尻に硬いものが触れる。これってもしかして……。

「あっ……う……やだっ……」

　王子様の手は胸から下って脚の間に入りこみ、わたしは跳ねるようにふるえた。

「人間の肉というのはやわらかいものだな。あいつも精巧な玩具を作ったものだ。なかなか具合がいい」

　淡々とした声が感想を述べた。

　あいつ、ってだれ？

　そう疑問に思う余裕はつかの間、わたしは王子様の肌を堪能するどころじゃない。探るように動く手先から意識が離れない。

　ろくに知りもしない相手なのに、嫌悪どころか触られることが気持ちいいだなんて。

　言語道断、と認めることを拒むけれど、脚の間を弄る手はやむことなく、躰の下からまわりこんでいる手が胸を包んでわたしを混乱させた。

　わたしにはこういう技巧がどうのこうのなんてまったくわからない。

　それなりに、興味はあって自分でやったことはある。気持ちいいけど、それが普通のことかもわからずに、ましてやだれかに訊けるほどフランクじゃなく、なんとなく独りでそうすることに罪悪感を覚えて、羽目を外すことが苦手なわたしはやがてやめた。

　いいなとか好きだなと思う人はいたけれど、不相応にもどこかしっくりくる相手がいなくて、いまだにとことん好きになった人はいない。よって、男の人と付き合ったこともなければ、こんな親密な触れ合いなんて以もっての外だ。

　嫌悪感がなければ成り行きでいいかというオープンさはないし、カチンコチンのわたしの思考回路ではまず気持ち的に無理だ。

　それなのに、どうしていまは触られることがこんなに気持ちいいんだろう。

　そう認めてしまったとたん、思考力はだんだんと単純になっていった。王子様の手はなめらかに動いて、休まず躰を撫でまわす。わたしは理性の片隅でそこへ昂あがることに抵抗した。

「波の音がしてるぞ」

　王子様は不思議そうに言い、指先がますます波の音をそそる。

　波の音はわたしの耳にも入ってくる。明らかにわたしが勝手に出している音で、恥ずかしさにかっと頬が火照ったけれど、王子様の奔放さはそれを気にする段じゃなくさせる。

「や……待ってっ……だめっ」

「だめとはなんだ。おまえは命令する立場にない」

　そう言った王子様は、怒ったように指の腹でやわらかい肉を掻いた。わたしの躰がびくんと跳ねた。

「あっ……ん……やめ……てっ」

　逃れようとくねらせた躰を、王子様はさらに引き寄せて縛る。

　頑丈な腕のなかで躰のふるえが止まらなくなった。伴って声を抑えることが難しくなっていく。小さく躰が跳ねるたびにお尻に当たる、王子様のソレもぴくぴくとふるえていた。

　感覚に抗えなくて、セーヴもきかなくなってわたしの躰はぴんと突っ張った。無限の感覚に浸かり、そこから這いあがったと同時に躰が激しく痙攣し始める。

　ぅくっ……あぁ、あっ！

　我慢できずに声を放ったわたしは、薄らとした意識のなかで王子様の呻き声を聞いた。それとどっちが早かったのか、お尻が温かく濡れる。

　息が整う間、王子様の躰は離れることなく、攻撃の意思は消えているけれど、手のひらは余韻を楽しむかのようにわたしの躰をさする。

　やがて、わたしは大きく深呼吸をした。吐きだした息はまだかすかにふるえている。王子様の呼吸も正常に戻って、ようやくわたしは解放された。

「気分はよかったが、これはなんだ？」

　王子様は起きあがると、わたしのお尻に放出した自分の体液を手で拭った。うつ伏せになって顔を横に向けると、王子様はその手のひらについた粘液を不思議そうに見ている。

　なんだ？　って……。

　普通に健全に見える王子様は、至って反応も健全だと思うけれど……変態でも頭がおかしいわけでもなく、もしかして本当に人間じゃなくて星の王子様なのだろうか。

　それとも記憶喪失？　……にしては態度が尊大すぎる。もしそうなら、普通は心細くておどおどしている気がする。それに記憶喪失だからといって、母国語を忘れるわけじゃないように、大の大人が命のもとをさして、なんだ？　と問うはずはない。

　とにかくその様子は、恥ずかしすぎる場面をどう対処していいのか戸惑っていたわたしをちょっとらくにさせた。

「なんだ？」

「え……、なんだと訊かれても……精液というものでしょうか」

　ためらったすえ、わたしは生真面目に答えた。

　こういう親密さに至ったというのに丁寧語で喋るのもおかしい気がしたけれど、王子様の扱いは気をつけたほうが無難だ。

「精液とはなんだ？」

「え……」

　答えを追求されると、ふと、このまえ会社にやってきた社長の子供を思い浮かべた。

　勤める会社は広告代理店の下請けが主な仕事というしがない会社で、社長は横暴ではなくても公私混同の嫌いがある。一週間まえ、家族で食事だとかいって奥さんと孫が夕方の早いうちから会社に訪れていた。

　そのとき、その三歳の男の子にやたらと付き纏われたのだ。

　王子様がひょっとして人間じゃないなら、いや単なる外国人だとしても、なんでも訊きたがった社長の子供みたいに、次から次へ『これなあに』と問いかけられるのではないだろうかと不安になった。

　こういうときは。

「あの、王子様」

「おれは王子様じゃない」

「あ、王子様では足りないんでしたね。名前を教えてくだされば――」

「名前？　そんなものはない。おれはおれだ」

「俺、様……ですか」

「そうだ」

「あの、差し出がましいんですが、俺様では人聞きが悪いので、この際、命名されませんか」

「そんなものは必要ない」

　にべもなく提案は突き返された。

　じゃあ、なんと呼ぼう。途方にくれつつ、わたしはあきらめてため息をついた。

「えっと、とりあえず、わたしはお尻を拭きたいんですけど、テーブルの上のティッシュを取っていただけませんか」

「ティッシュ？」

「ええ、ふわふわの紙です」

　比喩して指差すと、王子様は素直に取って差しだした。

　一枚取りだしてうつ伏せのまま王子様が放ったモノを拭いていると、不自由な姿勢を見兼ねたのか、王子様は自分もティッシュを取ってわたしのお尻をきれいにした。

「ありがとうございます」

　起きあがってお礼を言うと、王子様はまだベッドに置いたティッシュを取りだそうとしている。どうやら親切心ではなくて、次から次に出てくるこのティッシュに興味あるらしい。これじゃ、やっぱり子供だ。

　わたしはタオルケットを躰に巻きつけて、ワンルームに置いたチェストからバスタオルを取りだした。

「男物の服ってなくて、とりあえずはこれ使ってください」

「このままでは不服か？」

　王子様は仁王立ちになって、睨むように目を細くした。

　あらためて明るいところで見ると、王子様の裸体は風貌と同様、きれいで引き締まっている。王子様という表現から受ける印象からすれば、がっしりしすぎかもしれない。

　ソレもまたその躰つきに釣り合っていて、眺めるぶんには見惚れるくらいに文句のつけようがない。ただし、もう何度か見てしまったとはいえ、やっぱり目のやり場に困る。つい目が行ってしまうのだ。

「いえ、そういうことではなくて……もったいないので」

「うむ。わかった。どうやればいい？」

　付け加えた言葉で王子様はご満悦に入った。

「あ、巻いておけば大丈夫です」

　と言ったものの、王子様はバスタオルを落としたり、巻きつけ方が緩かったりと不器用で、結局はわたしがすることになった。躰に触れることになって、いまさらでもちょっとどきどきする。

「できました。寒くないですか」

　そう言って一歩下がり、眺めた王子様の恰好は凛々しい。

「寒い、とはなんだ？」

「あー、えっと……躰がふるえたり、もっとこういうのを羽織りたいとか」

　わたしは躰に巻きつけたタオルケットを摘んでみせ、ジェスチャーを交えて示した。

「反対に脱ぎたいくらいなら暑いって言うんですけど」

「それなら寒くはない。おれがいた宇宙そらの温度はもっと寒いぞ」

「……そうですか」

　ほかに答えようがなく、わたしは一抹の不安を覚える。

　王子様、しばらく時間をやるって言ったけれど、そのしばらくの時間、どうやって生活していくのだろう。

　面倒を見るのってわたし？

　どこまで知識があるのか、少なくとも常識を知らないのは歴然で、子供だって育てたことがないのに、ましてやこの尊大な王子様に一から教えるなんて絶対無理。

「ところで、字は読めますか？　どこの国の言葉でもいいんですけど」

　試しに訊いてみた。

「人間の符号か？　不自由だな」

　読めるともなんとも言わずに王子様は顔をしかめた。

　わたしはテーブルに置いていたノートパソコンを開けて起動させた。知識ならネットから得るのがいちばん手っとり早い。無表情な王子様に座椅子を勧めた。立ちあがったパソコンを操作してネットに繋ぐと、王子様のまえに画面を向けた。

「このなか、いろんな情報入ってますのでさっきの精液とか、疑問に思うことは調べてみてください。操作はですね――」

「操作などいらん」

　わたしをさえぎった王子様は、パソコン画面に目を向けた。その一瞬後、わたしは唖然とした。サブリミナル刺激すれすれなくらい、画面が目まぐるしくコマ送りを始めている。半信半疑だったけれど、パソコンが壊れたのではないかぎり、それは王子様がただの人間じゃないという裏づけだ。

　画面の移り変わりに目が痛くなり、王子様を放りだしてキッチンへ行った。部屋を出るまえに見た時計は、十時をとっくにすぎている。どれくらい悪戯されていたのだろう。

　長く快楽に浸かっていなかったせいなのか、さっきは思いきり感じてしまった。

　自分の手と他人の手ってあんなに感覚が違うものなんだ……。

　自分の痴態を思いだして恥ずかしくなり、わたしはキッチンの流し台に突っ伏した。

　はぁ。

　ひとつため息をつくとおなかもすいてきて、王子様のぶんまで二枚の食パンをオーブントースターに入れた。コーヒーメーカーをセットしたあと、これからどうするべきかを考える。

　わたしはとんでもない願い事をしたらしい。ここはとりあえず、願い事は叶いました、ということで帰ってもらうしかない。

　けれど、乗っとるとかいう危ないことを言っていた。

　王子様、解放したらどうするんだろう。

　つまりは、わたし、どうする？　ということになるわけで。

　しばらく時間をやる、と言う王子様の〝しばらく〟という時間感覚もよくわからない。だって、人同士にしたって、しばらくが五分の人もいれば一週間の人もいる。

　結論を出せないまま、トースターができあがりを知らせた。

　焼きたてのトースト二枚ともにバターを塗った。もしかしたら食べ方がわからないとか言って、どうせわたしがやる羽目になるだろう。

　トレイにトーストとコーヒーをのせて持っていくと、王子様はまだネットに没頭していた。

「おなか、すいてませんか。週末で食料品ゼロに近いので、これくらいしか用意できないんですけど」

「おなかがすくとはどういうことだ？」

　王子様がトーストに目をやると、妙に腹筋割れしているおなかからぐうっと音がした。

　わたしが教えるまでもなく本能が答えた。小さく笑うと、王子様は何か言いたげに目を細める。

「きっと、いまならなんでも食べると美味しいと思います」

「食べる？」

「はい」

「食べられたいか？」

「はい？」

「うむ。わかった。どんなものか、おれも食べてみたいと思っていた」

　どういうことかと訊き返したはずのわたしの『はい』は、了解の『はい』に聞こえたようで、王子様はそう答えるなり、膝立ちしていたわたしを引き寄せた。

「え!?」

　バランスが悪くなり、わたしは自分から待ち受けた腕のなかに入った。重量がないかのようにひょいと抱えられ、すぐ後ろのベッドに寝かせられた。

「な、ななな、なんですか!?」

「ある程度、この国の言語は特定把握できた。食べる、というのはさっきのような行為のことを言うらしいな」

　……王子様、ネットで何を見ていたのかしら。

「い、いえ！　そうではなくて、口から食料品というものを入れることを食べると言うんです！」

「おれにとって人間は食料品にならなくもない。人間の符号もなかなか賢く使われているようだ」

「へ……？」

　呆けたわたしの返事は無視され、ぐるぐるに巻きつけていたタオルケットは、〝お代官さまぁー〟なんて悲鳴が聞こえてきそうなくらい、まるで昔の時代劇さながらに転がされて剥ぎとられた。

　乗っとるとはつまり、人間を食べる、ことだったんだろうか……って最初の犠牲者ってわたし!?

「わ、わたしはけっして美味しいものではありませんが！」

「この場合、食料品にするつもりはない。ただの比喩だ。まずはさっきの気分を味わいたい」

　……この王子様は人類の快楽が気に入ったらしい。

　食べられなくてすむ。ただし、当面は。

　でも待って。わたしってヴァージンだし、はじめての相手が王子様って！

　いや、普通の王子様ならともかく、この場合、王子様は王子様でも言いかえれば……言いかえなくても地球外宇宙人。だって、これが本当の姿とは限らないわけで。もし実体が火星人みたいなタコまがいだったら……やだ。

「王子様っ。ちょっとお待ちを！」

「王子様とはだれのことだ？　却下だ」

　惚とぼけたふりをして無下に言い放ち、王子様は躰の上に跨またがってわたしの頬を手でくるんだ。

　きれいな顔でつぶさに見つめられると、普通なわたしは気後れして思わず目を閉じた。

　王子様の手が額に上がり、髪を撫で、また頬に戻る。親指が動いてわたしのくちびるに触れた。

「おまえの皮膚は……なめらか、だな。吸いつくようで触れ具合がいい。おれの感覚にしっくりくる」

　王子様は学んだことから引っ張りだしているのだろうか、言葉を選ぶように慎重な様さまで口にした。そうすることで、お世辞ではなく心底から出た言葉のように思えた。

　いまだかつてこういう類の称賛をもらったことはない。

　不細工とまで言われたことはないけれど、美人だと言われたこともない。奥二重の目はそれなりに大きいけれど、ほとんど一重だと思われている。可愛い目じゃない。鼻は普通。くちびるも普通。地味寄りの顔を唯一華やかにしようと努力しているのは肩下までの波打つ髪くらい。

　そういうわたしをいい気分にしてくれるって、王子様にしては紳士だ。

　だって、物語に出てくる王子様が好きになるのは大抵きれいな子。

　白雪姫は美人なお妃様の逆鱗げきりんに触れるほどきれいだった。眠れる森の美女は、文字どおり美女。美女と野獣もそうだ。

　シンデレラは美人かどうかよく憶えていないけれど、靴で好きな子探しをするような王子様なんていらない。

　人魚姫なんて最悪。王子様、自分を助けてくれた女の子を間違ってるし。

　かえるの王子様は何、約束破られて、挙げ句の果てに壁に叩きつけられたのにその王女様とくっついちゃうって、どう読んでも虐げられるのが好きなただのマゾ。

　王子様って全然カッコよくない。

　どこかの星からやってきたこの王子様はどうなんだろう……って考えるまでもなく、やっぱり理想の王子様じゃない。何よりも第一条件の――条件に入れないといけないというのがそもそもおかしく、とにかく、人間、じゃない。

　けれど、その手が触れているのは顔だけなのに、褒め言葉と同じように気分がよくて、なんだかうっとりした。行為に至る根本を勘違いしそうなくらいに顔を触れまわる手は、王子様の言葉を借りるなら、しっくりくる。

　わたしは目を開けてみた。

　それは間違いだったかもしれない。

　すぐ真上にあった王子様の瞳は、黒じゃなくて深い藍色だということに気づいた。

　その瞳には星が散らばっている。〝藍〟には奥行きがあって、そこから無限の空間が広がっていそうな感じだ。

「王子様の瞳……きれい」

「……何が見える？」

　王子様は奇妙な顔をしてわたしを見下ろした。

「星がいっぱい。吸いこまれそう」

「……おまえが見ているのは……」

　王子様はらしからぬためらいを見せ、しばらく待ってみたものの途切れたままになった。

「なんですか？」

「いや、ますます食べたくなった」

　王子様の口が、喋るには不自然に開いたとたん、本当に食べられる気がしてわたしは覚悟をしながら目を閉じた。

　くちびるとくちびるが触れた。王子様のくちびるは見た目よりやわらかい。

　ただ合わせているという不器用なキスさえ、わたしにとってははじめてのことだ。王子様のさっきの反応といい、人じゃない王子様もたぶんそう。

　息を詰めていて苦しくなる。王子様の濡れた触覚器官がくちびるを撫でると、不完全な呼吸がつらくて、たまらず口を開いた。酸素補給をしようと、音が立つくらいに大きく息を吸いこんだ。それにつられたように王子様の触覚器官が侵入し、感触を確かめつつ、わたしの口のなかを這い伝う。

　閉じられない口のなかは蜜液が溜まり、王子様の触覚器官がそれをすくって吸いあげた。嫌悪感はなく、むしろ粘質の膜が心地よさにざわめく。

　王子様の触覚器官はまるで別の生き物のようだ。

　そう思ったらふいに理性が戻って不安になった。

　王子様の触覚器官は本当に、舌、なのだろうか。

　わたしは精いっぱいで手を上げ、伸しかかる王子様の肩を押した。

　思いのほか肩は簡単に持ちあがり、王子様はわたしとの間で糸を引く蜜液を舌ですくいあげた。

　よかった、間違いなく人と同じ舌だ。

「おまえの口のなかは泉だな。こういうのをなんと言う？　美味しい、か？　うむ、おまえの水は美味しい」

　王子様は独り納得して、引きとめたわたしの手を自分の肩から外すと、頭上に両手まとめて押さえつけた。

　王子様は右の手のひらをわたしの頬に添えるように置いた。触れ具合がよほどいいのか、王子様は目を細め、そうしているだけでまるで恍惚として見える。

　親指がくちびるを撫で、少しなかに侵入する。口のなかでちょっと戯れたあと、手のひら全体で頬に触れながらのどを伝い、胸のふくらみに差しかかった。

　わたしは緊張と怖さで息を呑んだ。そのせいでかすかに胸が盛りあがると、王子様は根もとから押しあげるようにつかんだ。怖さは消えて、ただ恥ずかしさに目を閉じた。ゆっくりと動く手は胸に熱を生みだし、不覚にも吐息が漏れる。

　そして、手のひらが離れたと思ったとたん、かわって指先が淡いピンクの珠たまに触れた。

　んっあっ。

　ぞくっとした感覚に無意識に声をあげた。指先が摘んだり弾いたりを繰り返す。

　逃れようとしても、脚の付け根には王子様がのっていて、そのうえ手は押さえつけられたままで身動きがとれない。苦しさに似た快楽を受けとめるしかなく、わたしは途切れ途切れに呻き声を漏らしながら躰をふるわせた。

「なんだ、硬くなったぞ。色も濃くなった」

　不思議そうにつぶやく王子様の実況中継は恥ずかしい。

　王子様の指から意識を逸らそうとしたけれど、硬くなった先を一際強く摘まれたとたん、わたしは背中をのけ反らせて声をあげた。

「美味しそうだな」

　わたしの反応に触発されたのか、王子様はそう囁いて躰を下にずらし、突きだした胸を口に含んだ。

　あっ……や……。

　生温かく湿った舌が尖った珠を巻きとる。王子様の口のなかでさらにふくらんだ気がした。

　けっして人じゃない王子様の言動から、はじめての行為だと確信したけれど興味は人一倍ありそうだ。一回めの行為もそうだったように、そのぶん観察するようにじっくり弄られて、それが経験のなさをカバーしている気がする。

　上手下手はわからない。けれど、だんだんと良識的な思考力が奪われて、わたしはまたそのさきに行きたくなった。





  



三．雨が降る




　どれくらい時間がたっているのか、王子様は執拗にわたしを味わっている。

　キスはじわじわと反対側の胸に移っていく。それまで含まれていたほうは、王子様の口から分泌された液に塗まみれ、空気に晒されてひんやりとした。その冷たさを埋め合わせるように手のひらがふくらみごとくるんだ。

　止めなきゃという理性はどこかへ行ってしまい、声が抑制できなくて漏れてしまう。それに応えるように、わたしの脚に触れた王子様のものがぴくっとふるえる。

　胸の先を口に含んだまま王子様の手がおなかや腰を撫でまわしているうちに、ふと、わたしは自分の手が解放されていたことに気づいた。気づかないほど王子様から快楽を与えられるという受け身にとどまらず、応えていることにまた恥ずかしくなる。

　抵抗できないうちに脚を広げられて、躰を起こした王子様はその間に入った。手が脚の間に滑りこんで撫であげられると、せせらぎのような水の音が宙に響く。

　少し冷静になったわたしは恥ずかしくて、とっさに脚を縮めながら絡め合わせた。脚の裏が王子様の腹部をかすめる。足首の交差点でちょうど秘めておくべき場所を隠した。

「おまえ、いい度胸をしているな」

　おなかのほうまで持ちあげたわたしの膝に手をかけ、王子様は目を細めて凄むように首をひねる。

「度胸……ですか」

「おれの手を足蹴にしたな」

　わたしはぽかんとして目を見開いた。

　突然、機嫌が変わってしまった王子様の言葉の意味を考え巡った。はたと思い当たったのは、脚を縮めたことから波及したわたしのしぐさが、王子様からすれば手を払い除けられたように感じてもおかしくはないことだった。

「違います！　恥ずかしくて脚を閉じたから当たっただけです。蹴ってません！」

「恥ずかしいとはなんだ？」

「え？　え……っと、人に見られたくないってことです」

「おれは、人間、ではない」

「いえ、そういうことじゃなくて――」

「人間と一緒にするな」

　怒ったのか、きっぱりとさえぎり、王子様は力ずくでわたしの膝を開いた。反動でお尻が少しだけ浮く。

「ぃや……待って！」

　あまりの恥ずかしさに悲鳴をあげた。

　王子様は触れることなく、わたしはしばらくそのままの恰好を強要された。

　自分のモノがどうなっているか、本人のわたしでさえよく見たことはないのに、王子様がじっと観察しているのがわかる。

　見られている羞恥に耐えられなくて両方の腕で顔を覆った。

　やがて王子様のかがんだ気配とともに口もとに息がかかった。

「おれに命令するのか？　人間の分際では許されない行為だ。玩具はおれの言うとおり、あるいはされるがままでいい」

　潜めた声から不穏な雰囲気はまだ消えていない。

　横柄な言葉にショックを受けるより早く、王子様は膝の裏を支えてお尻ごとわたしの下半身を持ちあげた。

　両膝を合わせて片手で支えられ、王子様の空いた手が晒した場所を滑った。

　びくともしないほど膝を拘束している手と、興味を惹かれる場所に触れる手には落差がある。怒っているとしてもその指の動きは試すようで、やさしいと勘違いしてしまう触れ方だ。

「いやっ……ぁんっ」

　じっと見られていることは目を閉じていてもわかる。けれど、羞恥心も止める気力も奪われるほど、王子様はわたし自身も知らない要かなめを突いてくる。

　なぞられるたびに浮いた腰が小さく跳ねた。そのさきに行きたいという気持ちがまた甦る。

「この水はどこから溢れてくるんだ？」

　また不思議そうに言った王子様の声から不快さは消えていた。水の出所を探る王子様の指は止め処なく動き、わたしは堪えられなかった。

「王子……様っ……も……だめっ……あ、ぁあっ」

　顔を隠していた腕を投げだして甲高く声をあげた直後、身動きを制限されているなかで躰が激しくふるえた。体内も大きく痙攣を繰り返すのがわかり、奥から蜜液がとくんと外へ押しだされた。

「ああ、ここか」

　泉を探し当てた王子様は満足げにつぶやいた。

　強く膝を縛っていた手が離れ、王子様はわたしのふるえが治まるまで躰中を撫でまわした。汗ばんだ躰に王子様の手のひらが吸いつく。やがて耳にまで届いていた自分の鼓動を感じなくなり、わたしはやっと息を深く吐いて落ち着いた。

「いいか？」

「……え？」

「うむ。死にそうにしていたが？」

　落ち着いたと同時に欲求を優先したことが恥ずかしくなったけれど、王子様の言葉はその気持ちを払拭した。

　心配してくれたのだろうか。

「はい、大丈夫です」

「気分はよかったか？」

　あらためて問われると、頬がかっと熱くなった。きっと赤面している。正直に答えることは簡単じゃない。

「肌の色が変わったぞ。どういうことだ？」

「……だから、恥ずかしい……」

　言いかけてやめた。さっきのことを繰り返していることに気づいた。それなのに、間に合わなかったようで、王子様の目が不穏な光を放つ。

「不届きだな」

　王子様は再びわたしの膝を抱えた。無防備に開かれた場所に王子様の慾が当たる。

「王子様、待って！」

　どうなるか予測した躰がこわばって、叫ぶように呼びとめた。

「まだ命令するか」

「違うの！　わたしははじめてで……んくっ」

　説明する間も与えられず、王子様は探しあてた泉に少し侵入した。わたしは息を詰めてのけ反った。

「待って！」

　肩で息をしながら引きとめた。

「玩具がたてつくな。待つ必要がどこにある」

　王子様は言い捨てるなり、抵抗する襞をものともせず、一気にわたしの奥に押し入った。

「い、ゃぁ、あ――っ」

　気絶するかと思うような痛みだった。引き裂かれた感覚が脳まで達する。

　王子様はやっぱり興味本位でしかなく、わたしが痛がっているにもかまわず、知識を仕入れたままに、もしくは本能のままに突き動く。経験不足のせいか、王子様はほどなく呻き声をあげた。その瞬間、どくんと大きくなった慾にわたしはまた悲鳴をあげた。

　王子様は呼吸が落ち着くと、膝から手を放してまたわたしの躰を撫で始めた。触れてもらうのは心地よかったのに、いまは躰が委縮してしまっていた。

「気分はよかったが……おまえはよくなかったのか？　肌が寒くなってる。さっきまでは暑かったんだがな……」

　王子様はちょっとずれた表現で不可解そうにつぶやいた。

「離れてもらえますか」

　こんなときまで丁寧に頼まなくてはならないことを理不尽に感じた。

　王子様は素直に手を離して躰を引いた。無意識で息を詰めていたわたしは、躰のなかから王子様が抜けだす刹那、躰の一部が剥がれるような感覚がして、たまらずくぐもった悲鳴を漏らした。

　鈍痛を感じながら、ふるえる深呼吸をひとつして起きあがった。狭いベッドの上では、ごく間近で王子様と向き合わざるを得ない。

　うっ。

　小さく嗚咽が漏れた。

　痛みのあまり保留されていた涙が溢れ、それと連動するように躰のなかからは、とくんと粘液が流れ出た。

　王子様と目を合わせたくなくてうつむいた。重力に従って素足にぽたりぽたりと雫が落ちる。

　涙を振り払うように目を瞬くと、視界に王子様の手のひらが侵入する。涙が王子様の手のひらに落ちて弾けた。

「雨が降ってるぞ」

　当然ながら後ろめたさなど微塵もなく、ただ不思議そうな声で王子様は言った。

　興味あるのみという無神経さに、わたしは自分の愚かさを棚に上げて、無性に腹が立ってきた。

　ベッドからおりると、躰の奥に感じる違和も、脚の間を伝い落ちる粘液も無視してバスルームに行った。蛇口をひねって水が温かくなるのを待った。ふとうつむくと、自分の腿が目に入る。脚の内側を這う、べたついた体液には赤い筋が紛れている。

　自己嫌悪に陥った。分別よりも快楽を優先した罰。

　好きという感情もなければ、人を侮蔑する……異星人？　と初体験だなんて。

　ひとつ羽目を外すとこんなに位置がずれてしまうのだろうか。

　お湯が溜まっていくのを情けなく見ながら、バスタブの縁に腰かけたとき、不意打ちでドアが開いた。

「いいか？」

「え……？」

　裸の王子様はちらりと脚の間に目を向け、また顔を上げてわたしを見つめた。

「体液が出ていた」

「体液？」

「赤いのは人間の体液だろう？　体温の調節もしているらしいな。さっき躰が冷たくなったのはそのせいか？　おまえは死ぬのか？」

　わたしは目を落としてさっき確認したしるしを見つめた。

　矢継ぎ早に質問した王子様はどこまで知識を手に入れて、それをどう解釈しているのか、大げさな反応が滑稽で可笑しくなった。けれど、それが心配ではなくて好奇心だということを忘れるわけにはいかない。

「王子様は地球を乗っとりにきたんですよね。わたしが死のうとどうでもいいはずです」

「死ぬのか？」

　さらに王子様は質問を重ね、わたしは仕返しに意地悪心を出す。果たして仕返しになるのかは疑わしいけれど。

「はい」

　いつかは。

　心のなかで付け加えた。

「……そうか」

　短くつぶやいて王子様はドアを閉めていった。

　王子様の口調も表情も読めるまでには程遠く、何を考えているのかはさっぱりわからない。探ろうとするのは無駄足だろう。

　お湯も溜まり、躰のべたつきを洗い流してバスタブに浸かった。へんな緊張感があったようで、躰が温まるとほっと力が緩んだ。

　考えてみれば昨日は気絶したまま眠っていたわけで、お風呂にも入らず、きれいとは言えない躰のまま抱かれたのだ。

　そのうえ、いちばん濁した場所を見られたなんて……恥ずかしいことこの上ない。

　王子様……どうしてわたしの服なんか脱がせたんだろう……。男って異星人でもやっぱり男なんだ……。

　エロ王子と呼ぼう。ただし、心のなかで。

　王子様のおかしな反応と相まって、ちょっとだけ気分がすっとした。









  



四．王子様と願い事




　お風呂から出てくると、王子様はまたパソコンに向かっていた。

　なんとか自分でバスタオルを巻いたらしい。腰もとは隠れている。見えないことによってよけいにタフ感いっぱいの躰つきが際立っている。その躰が本物か器かはわからないけれど、俳優だったら抱かれたい男ナンバーワンに選ばれそうだ――と、そこでふと思い当たった。

　えっちしたのに、わたしは触られるだけで、王子様の躰を触っていない。

　さっきの後悔があるにもかかわらず、触ってみたいという誘惑に駆られた。

　そして、また自己嫌悪。

　隅に置いたチェストから、下着と七分袖のチュニックを取りだして身につけた。

　そういえば、昨日着ていた服はどこに行ったんだろう。そう思って後ろを振り返ったとたん、わたしを見上げている王子様の目と合った。

　着るところを見られていたかと思うと、この期に及んでも困惑する。せめてと、努めて平気なふりをした。

「その……だな」

　王子様は決まり悪そうに話しかけてきた。

「はい？」

「願い事を一つ叶えてやろう」

「……。は？」

「その……気分がよかった礼だ。昨日とは別に願い事を叶えてやる」

　言葉遣いは上からでも、なんとなくもじもじした様子で王子様は申しでた。

　お礼って柄じゃない気がするけれど……。もしかして無理やりやったことを後悔しているんだろうか。

「なんでも……ですか？」

「もちろんだ。おれに不可能なことはない」

　半信半疑で訊ねると侮辱を受けたかのように王子様は顔をしかめ、また尊大に戻った。

　さっきのことがあって、勘違いでエロな俺様王子を全面信用するほど、わたしはバカじゃない。適当に言っちゃおう。

　んーっと……あ、できる上司を希望していたんだっけ。でも。

　不可能なことはないってのたまっているけれど、そういうアバウトなお願いをこの王子様は理解できるんだろうか。一から十まで指定しないと、とんでもない上司が登場するだけかもしれない。

　面倒くさい。んー、それなら……。

　しばらく考えたものの、願い事はいっぱいあるはずなのに、これ、というのが出てこない。なんでだろう。今度はそれを考えると、自分が欲張っていることに気づいた。

　例えば、お金持ちになれたら。金目当ての人がうじゃうじゃ寄ってきて人が信用できなくなりそう。

　例えば、きれいになれたら。年取ったらそれで終わり。

　それなら、不老不死。知ってる人はどんどん死んじゃって、わたしだけ生きてたら取り残された感じしない？　永遠に時間があると思うと退屈しそうだし、独りじゃ詰まんない。きっと満たされることがない。

　なんだか願い事って頼んだら頼んだで、あとであれにすればよかったとか思いそうだ。浅ましい。そもそも、王子様に言われたとたん、貪欲に願い事を探すなんて、わたしの品格はゼロだ。

　安易な願い事じゃなくて。ここはいっそのこと。

「じゃあですね。人類の永遠の平和を」

　わたしはでっかく出た。

　王子様は訝しく目を細めた。

「平和とはなんだ？」

　そう訊いてくるだろうと思った。たぶん、何を頼んでもこうくるに違いない。

「争い事がなくって、みんなが笑ってすごせること」

「笑うとはなんだ」

「え……っと、空に例えれば、雨じゃなくて青空みたいな気持ちでしょうか」

「詰まらんな」

「え？」

「却下だ。なぜおれが人間のために労を尽くさねばならない？」

　…………。

　地球を乗っとると言った王子様には所詮、無理なお願いだったらしい。けれど。

「なんでも、って言いませんでした？」

「知らぬ」

　言いきるあたり、やっぱりただの俺様王子では終わらない。抱かれたい男ナンバーワンでも態度がこれでは普通にランク落ちだ。

「じゃあ、いいです」

　ため息をついてあきらめると、奇妙な顔をして王子様はわたしを見つめた。

「まだ願い事はあるだろう？」

「言うたびに却下されたら考える時間が無駄になりますからいいです」

　口答えに不機嫌になるかと思えば、王子様は考えこんだ。

「いったん口にしたからには叶えないと、おまえに付き纏うことになるんだが」

　そう言った王子様を呆気にとられて見つめた。

　だから、昨日もあんなにしつこく追ってきたんだろうか。王子様が口にした、しばらく、がどれくらいなのか、やっぱり気になった。

「……もう少し、時間をもらっていいですか」

　不安になったわたしは安全策をとった。

　どうせなら、最初の願い事を終わりにしてもらうこと、という願い事がよぎったけれど、えっちが気に入った王子様の意向を考えると、却下以上に下手すれば不機嫌度を増しかねない。

　王子様は答えず、パソコン画面に向き直った。わたしは了承されたと受けとることにした。

　キッチンに行ってコーヒーを淹れ直してから、王子様の向かいに座った。

　冷めてしまったトーストを口にしながら時計を見ると、もう昼の二時になろうかというところだ。ふたりいるのに部屋は静かでテレビをつけた。見なくても雑音があるほうがわたしは好きだ。

　無言で食べているうちに王子様の視線に気づく。

「食べませんか……あ、いえ、さっきの意味じゃなくて……」

　同じことを繰り返しそうだと気づいて急いで訂正した。

「わかっている。食べてほしいんなら食べてやってもいい」

　王子様らしく恩を着せて言うとトーストに手をつけた。

「美味しいですか。ホントは温かいうちに食べるのが美味しいんですけど」

　しばらく様子を見てから声をかけると、王子様は首を小さくひねった。

「これは不味い」

　王子様はコーヒーを指差した。

　自分がお茶類に関してはノンシュガー派であることと、王子様の見た目からてっきり甘いのは苦手だとわたしは決めつけたのだけれど、ひょっとしたら甘いのが好きなのかもしれない。

　キッチンからシロップとミルクを取ってきて混ぜたのを王子様に差しだした。

「これでどうですか」

　王子様は顔をしかめてカップに口をつけた。こくっとのどが鳴る。

「うむ。美味しい」

　見守っていた綺麗な顔は、心なしか、星の王子様らしくなった。王子様は甘党らしい。

　わたしは小さく笑って、またテレビに目を向けた。とたん、手が止まる。

　あっ……いやっ……あ、ぁあんっ……もっと……ぅぁあんっ……だめぇーっ。

　意味が相反する悲鳴、じゃなくて、喘ぎ声をあげているのはもちろんわたしじゃない。

　テレビ画面が突如としてアダルト映像になってわたしは口をあんぐりと開いた。修正は入っているけれど、男女の絡み合った部分がクローズアップされると、ぱっと目を逸らした。こんなのが土曜日の真っ昼間にテレビ放映されるわけがない。土曜日に限らず、普通にない。

「王子様！」

　王子様は、接続だけじゃなくて電波を操れるらしいと感心するよりも、わたしは一気に赤面した。

「この女は気分がいいのか、悪いのか？」

　そう訊ねる王子様の表情は至って真剣だ。

「……いいんじゃないですか……それより早くもとの画面に戻してください！」

「うむ」

　王子様がテレビからパソコンに視線を移すとテレビ画面はもとに戻った。

　王子様はやっぱりエロ王子だ。とんでもないところにアクセスしているらしい。有害サイトに繋がらないように設定しないと……あ、でも王子様自分で呼びだしているみたいだし、ということはそんな設定してもまるっきり無駄になる。

「おまえは気分よくなかったのか？　どこが違う？　手で触れているときはいまの女みたいだったんだがな」

「……もっと、っては言ってません」

　いちおうそこは訂正した。王子様はわたしの反応を気にしているらしい。

「うむ。しかし、どこを探しても体液が出ている女はいない。おまえはいつ死ぬんだ？」

「……さあ」

　わたしは言葉を濁した。ある意味、正直な答えでもある。いつ死ぬかって、たとえ余命を宣告されたって答えられる人はいない。

　わたしの返事に王子様は顔をしかめた。

　王子様の情報収集は偏っていて、もしくはへんな情報しか見ていないせいで勘違いしている。よっぽどじゃないかぎり、普通にヴァージンでああいう出演をする人なんていないのに。

　ただわかったのは、王子様が死ぬということをしきりに気にしていること。




　三時をすぎた頃、王子様のお守りはパソコンに任せて食料品を調達しに出かけた。

　くれぐれも外に出ないことを約束させたときは、反論するどころか驚くほど王子様は従順だった。

　途中で公園に立ち寄ると、あのベンチはやっぱりぺちゃんこになっていて、昨日は気づかなかったけれど、一部分の土が抉えぐれてロープで囲まれている。

「あら、綸子ちゃん」

　ふいに声をかけられて振り向くと、隣のアパートに住んでいる世話好きのおばさんが目に入る。傍に来て立ち止まったおばさんは、買い物帰りらしく両手にスーパーの袋を持っている。

「あ、こんにちは」

「いまから買い物？　あ、あれね、だれか壊しちゃったらしいのよ」

　わたしの返事も待たずに、さっさとおばさんは話題を変え、壊れたベンチを指差して楽しそうに話しだした。

「ベンチの傍にお酒の缶が転がってたらしいのね。酔っぱらいがやっちゃったんじゃないかってことなんだけど。でもここまでめちゃくちゃになるかしら。しかも穴まで掘るなんて」

「……たぶん、お酒の缶はわたしです」

　つい正直に答えてしまうと、豆鉄砲を喰った鳩のようにしたおばさんが次の瞬間には笑いだした。

「まあ、綸子ちゃんなわけないじゃない。綸子ちゃんもそういう冗談を言うのね」

　持ち前の生真面目さから思わず白状したわけだけれど、おばさんはわたしの肩をよろけるくらい強く叩いて豪快に笑った。

　普段の態度って大事なんだな、と妙に感心した。

「それでね、へんな目撃情報もあるのよ。なんでも男が真っ裸で宙を飛んでたって」

　…………。

　きっとそれは王子様。

　けれど、口が裂けても言えない。

　だってどう説明する？

「宙を……」

「見ていた人も酔っぱらってたらしいから当てにならないけどね。とにかく、変質者がいるのかもしれないし、危ないから夜道は気をつけるのよ」

「……はい、ありがとうございます」

　おばさんの忠告も時すでに遅し。

　現実を認めながらも、王子様を見たのが自分だけというふたりきりの状況下、どこかでまだ夢じゃないかと疑っていた。それがだんだんと確信に変わっていった。

　それに、おばさんの言葉に裸で穴を掘る王子様を想像して笑いそうになっていたけれど、王子様が穴を掘ったのは公園じゃなくて、わたしの躰だと気づいた。

　……笑えない。




　おばさんと話してまた自己嫌悪がぶり返したせいで、躰の奥の違和感が浮き彫りになった。鈍痛のような重たさがある。あのサイズがどうなのかというのはまったくわからないけれど、乱暴にされたのは確かだ。

　そうなった責任は自分にもあるけれど、そこまで卑下しなくちゃならないんだろうか。

　ヴァージン喪失なんて今時、わたしよりあっけらかんと終わる人がいるんだから。そう自分をなぐさめた。

　それより、いまはこれからのこと。もう本当に現実に目を向けないと。とんでもないことになるまえに。

　王子様はどうするつもり？

　乗っとるということは帰る気はないということだろうし、意志は固そうだ。

　まず、帰るといっても流れ星に乗ってきた王子様に帰る場所はないはず。もしあったとしてもどうやって帰れるんだろう……スペースシャトル？　なわけはなくて……あ、そういえばおばさん、宙を飛んでたって言ってた。王子様、空を飛べるのかしら……いいな……じゃない。

　どうしたらいいのだろう。

　異星人だってばれてはまずい。しかも乗っとるということになると地球はパニックだ。

　あ、待って。そのまえにだれが信じる？　見た目は普通に王子様。どこから見ても人だ。

　それなら自己申告しないかぎり、世間に知れるという事態はないだろう。逆に、言ったところで、王子様が知らぬ存ぜぬで惚ければ、わたしのほうが変人扱いをされる。

　米国航空宇宙局ＮＡＳＡには正体不明の生き物が保存されていると聞く。それはあくまで憶測だったのに、王子様のことを考えれば本当のことかもかもしれない。

　王子様もいずれはＮＡＳＡにホルマリン漬け？　……なんだかかわいそうだし……もったいない。……って何？

　それでもって付き纏われているわたしの立場。異星人が地球にやってくるという設定の映画を見れば、異星人と接触したわたしは感染とか理由にされて隔離される。

　しかも、えっちしたと知られたらわたし、どうなる!?　あ……あ、赤ちゃん!!　ちょっと待って……。

　重大な過失に気づいて、わたしは急いで最終の生理日を思いだした。

　――よ、よかった。予定どおりにいけばあと二日で始まる。冷や汗が噴きだした。

　これで妊娠でもしたら、わたしは間違いなくどこかに隔離監禁されるところだった。

　そのまえに異種間で子供ができるかどうかは疑問だけれど。

　とにかくだれにも言えないなら、対王子様地球防衛軍の隊員はわたしだけ……それができたら、わたしって人知れず地球を救ったヒロイン？

　うん、いいかも。人のためになると思えば、快楽に流された罪悪感も消えて報われそうだ。

　でも独りでどうする？　武器なんてないし。体力勝負も絶対無理。

　……あ、そうか！　願い事。叶えるまで付き纏う。

　逆に考えれば、とりあえず、叶えられるまでは人類も温存される？

　どうしよう。うっかり、なんとかが欲しいなって言ってそれを願い事だって勘違いされたらそれで終わりだ。……ってまた欲張ってる。

　でも言うじゃない。バカとハサミは使い様って。王子様と願い事、うまく使えば……。

　それからしばらく考えているうちにいいことを思いついた。

　王子様にそれと気取られることなく、人類を守るための願い事が探せるまでそれで乗りきろう。

　わたしは独り満足げに笑った。




　アパートへ帰り、適当に買ってきた服をわたしが差しだすと、案の定、王子様は渋い顔を見せた。

「そんなものを着る必要がどこにある」

　王子様は不満丸出しで服をベッドに放り投げた。

　そんなこともあろうかと思って買ってきたのは飴玉だ。

「王子様、口を開けて」

「なんだ？　また……」

　〝あ〟の形に口が開いた隙に飴玉を投入した。

　王子様は一瞬しかめ面になったけれど、口のなかで飴を転がす音がして、同時に表情がわずかに緩んだ。

　ぷ。本当に甘いのが好きらしい。

「これ、あげますから」

　わたしは飴玉一個と一緒に服を王子様の手に押しつけた。

　王子様は渋々ながらも受けとると、着る順番でも考えているのかひとつひとつ眺めて、そして下着から身につけていく。

「どうだ？」

　王子様が顔を上げて訊ねた。

　スキニータイプのカーゴパンツに黒いＴシャツという姿もまた様になっていて存在感が鮮明になった。背も高いし、なんとなく部屋が狭くなった感じだ。

　何も考えずに買ってきた黒いＴシャツは、王子様の瞳が深い藍色であることを強調する。くらくらしそうになったけれど、ご満悦にさせるつもりはない。

「それはわたしのセリフです。着心地はいいですか」

「邪魔だ」

　王子様は眉間にしわを寄せて自分の恰好を見下ろした。文句を言いつつも脱ぐ様子はない。俺様異星人でも男は餌づけに限るようだ。

　それからわたしは一週間分の掃除を始めた。わたしは性格的には真面目だけれど、毎日掃除をするほどまめじゃない。土曜日に掃除をするのが習慣だ。

　部屋の隅から始めてベッドの下に掃除機を潜らせたとたん、ぼぼぼっという何か詰まった音がした。スイッチを切ってホースを引き戻してみると、先端に布切れが引っかかっている。昨日着ていた仕事着のブラウスとスカートだ。

「王子様、これ、脱がせたんじゃなくて破ったんですか？」

　ファスナーからびりびりと裂けたスカートに、ボタンが弾け飛んだブラウスを掲げた。

「邪魔だ」

　またそのひと言で終わった。ベッドの下を覗いて下着を探したが見当たらない。たぶん掃除機で吸いこんでしまったのだろう。

　邪魔だ。その感覚だけでわたしを真っ裸にしたのかしら。お気に入りの仕事用戦闘服だったのに。

　人類誕生初期に服があったわけはなく、裸がいちばん自然なんだろうが、それにしてもそれが発情に変わるという本能って恐ろしい。

　王子様は夕食までの時間、暇そうなのに退屈ではなさそうで、喋ることもなく、パソコンや、わたしが掃除するのを眺めていた。

　短大を出てからすぐ就職して、それを機にこの１Ｋの部屋で独り暮らしを始めた。それ以来、家ではほとんど独りですごす。家にだれかいるというのに慣れていないし、ましてやそれは男なのに、緊張するよりは馴染んでいることを不思議に感じる。

　躰の関係を持つとこんな感じになるんだろうか。隠すものはなくなったし、無理やりだったのにそれでも一緒にいるという矛盾が許容を広げて、その関係をより親密にしているような。

　そんなことを考えながら、夕食の準備に取りかかった。

　王子様の好みは甘党以外まったく未知で、何を作るか迷ったけれど、そう迷うほどレパートリーが広いわけでもない。無難にメインはピラフにしてみた。とりあえず、お米には慣れてもらわないと。

　六時頃になってできたての料理を部屋に運んだ。食パンしか今日は口にしていないだけに早めの夕ご飯だ。ピラフ、コンソメスープとレタスの生ハム巻きを並べると、わたしは王子様が見ていたパソコンを勝手に閉じた。

　怒るかと思いきや、王子様は料理を物欲しそうに眺めまわした。

「どうぞ」

　お箸は無理だと思ってフォークを手渡すと、「うむ」と王子様はさっそくピラフをつついた。食欲という本能も発揮されてきたようだ。

　それをしばらく眺めたあと、わたしは食べるまえに部屋のカーテンを閉めようとベッドに上がった。外はだんだんと薄暗くなってきた。

　わたしの住み処は角部屋になっていて、二面はベランダ付きの窓だ。朝日が注ぐもと目覚めたいと思って、東側の窓にベッドをつけている。

　カーテンを中央で合わせようと手もとをふと見ると、そのときはじめて窓の鍵が壊れているのに気づいた。鍵を固定している板ごと外れて、変形したままぶらさがっている。

　そこで思い至った。

「王子様、もしかして昨日はここから侵入したんですか」

「そうだ。そこはたやすい」

　王子様は悪びれることもなく、淡々と認めた。玄関のドアを破るよりはガラス戸のほうが確かに簡単だろう。

　とはいえ、ここは三階の角部屋。もう一方のベランダはほかの部屋と一枚の戸を隔てて繋がっているけれど、このベッド側の狭いベランダはどこからも足がかりがない。

　まあ、ベランダは繋がっていても、どこか部屋を通らせてもらわないかぎり、条件は同じであり、通らせてもらったとしたら、王子様が真っ裸だったことを考えると大騒ぎになっているはず。でも苦情はない。

　ということは、おばさんが言った、『宙を飛んだ』というのは空から落ちてくるときの話じゃなくて、わたしを追いかけているときの話だったのだろうか。

　宙を飛べないと、ここから入るなんて不可能だ。

　空、やっぱり飛べるんだ……いいな……。

　それはまさにいいとして、鍵。どうしよう。大家さんに怒られそう。実費になるだろうし。

「王子様、これ、直してくれませんか」

　王子様のバカ力で変形を直せたらそのまま取りつけられるかもしれない。

「それは願い事か？」

　そう訊かれてハッと王子様に目をやった。

「いえ！　違いますからっ」

「うむ」

　慌てて否定すると、王子様はあっさりと引きさがり、わたしはほっとため息をついた。

「王子様……その願い事、なんですけど」

「決まったか」

　王子様はなぜかわたしに期待に満ちた目を向ける。

「え、ああ……そうなんですけど……」

「なんだ、言ってみろ」

　まるでお代官様が妾を手懐けるように寛大な口調だ。

　わたしはあらたまってベッドの上で正座した。

「願い事、二つ叶えてもらえませんか。それが願い事です。あ、ずうずうしいことはわかってます。却下なら却下でもいいです！」

　わたしは急いで付け加えた。

　王子様は目を細めて怪訝そうにわたしを見つめた。

「わかった。叶えてやろう」

　人間とは、から始まって批判的な言葉を並べるかと思っていたのに、意外にも王子様はあっさりと聞いてくれた。まあ、王子様の立場からすれば聞きたくなかったら、却下、と言えばすむのだから、なんてことはないのだ。

「それとですね……あの、さっきみたいにどうでもいいことを願い事って思ってほしくないので、ルールを決めてもらえないかと」

「なんだ？」

「あのですね、願い事は三回唱えて願い事と見なすってことにしてもらえませんか」

「それは願い事の一つだな？」

　やっぱり王子様はしたたかだ。

「そうとってもらってもいいです」

「ならば願い事はあと一つだ」

　ならば、だめでもともと。わたしもしたたかに。

「じゃあ、あと一つの願い事です」

「言ってみろ」

「願い事、あと二つにしてください」

　わたしは三回繰り返した。

　欲張りなわたしに呆れたのか、それとも怒りに触れたのか、これまでになく王子様の眉間にしわが寄った。

　返事をすることなく、目をテーブルに戻したかと思うと、王子様はおもむろにピラフを食べ始めた。

　視線が逸れて、不気味な王子様の様子に緊張していた気分が緩む。

　いまの沈黙は了承という雰囲気ではない。

　無視？

　わたしは聞こえないくらいに小さくため息をついた。

　やっぱりだめなんだ。今度は違う作戦を立てないと。

　とりあえずは三回唱える条件は叶ったし、少なくとも安易な発言が願い事にされなくてすむ。王子様は、なぜか願い事を叶えることに関しては律儀なようだ。却下はあっても。

　カーテンを閉めるとテーブルについて、わたしもご飯を食べ始めた。勝手に盛りあがっているテレビ番組が黙々とした食事をにぎやかにしている。

　王子様はまともな食事というのがはじめてのせいか、ひとくちずつゆっくりと味わっているように見えた。

　わたしを食べたときもゆっくりだったけど……。

　そう心のなかでつぶやいて、何を思ったかに気づき、わたしは独り勝手に頬を火照らせた。

　昼の出来事で懲りているはずが、王子様を見ていると後悔した痛みより、躰を這ったキスや手の感覚を思いだす。

　王子様だけじゃなくて、わたしも実はえっちなんだ……認めたくないけれど。もともと男女問わず、人に触れたり、人から触られたりというスキンシップは苦手なのに、今度は無意識のなかじゃなくて、ちゃんと抱きしめてもらって眠ってみたい、なんて……どうかしている。

「いいだろう」

　不意打ちで王子様がつぶやいた。

　わたしはぎょっとして王子様を見つめた。

「……え!?　いえ、いまのはちょっとした気の迷いで、とんでもないです！」

　……。

　王子様は、気でも触れたか、とでも言いたそうにわたしを見た。

　あまりにタイミングのいい返事で、わたしは頓珍漢な受け答えをしてしまったようだ。

　王子様は電波を操れても宙を飛べても、テレパシーまではできないらしい。

　よかった。つけこまれるところだった。

「せっかくきいてやろうと思ったが……」

「え!?」

「あと二つ、叶えてやっていいと思ったんだが――」

「ありがとうございます！」

　なんの話か素早く思い当たったわたしは、王子様が取りさげようかとするのをさえぎった。そして、とっておきの、というほど魅力はないけれど、満面の笑みを向けた。

　すると、王子様はわたしを見て戸惑ったような表情を浮かべる。えっちのとき以外はほとんど無表情なのに、いまの表情はちょっとだけ人間くさい。

「……まあいい。きいてやろう」

　わたしの勢いに押されたのか、撤回をさらに撤回したようで、けれど尊大さは忘れず、王子様は了承した。

　やった！　これでわたしのペースだ。

　わたしは独り悦に入った。




　夕食のあと片づけを終わって、お風呂に入れば今日の任務は終了というところだ。

　けれど、なんて一日。

　これからしばらく……その〝しばらく〟がどれくらいなのかはわからないけれど、家のなかでプライバシーを保てるのはこのトイレと浴室だけだ。

　躰のすっきり感にわたしは軽く息をついてトイレットペーパーを巻きとった――とたん、目のまえのドアが開く。ぎょっとして、わたしの目までが大きく開く。

「……お、王子様」

「ここか」

　座ったわたしからするとそびえ立つような王子様を見上げ、トイレットペーパーに手をかけたまま、予測不可能事態発生に固まった。そんなわたしにかまわず、唐突に王子様は携帯電話を差しだした。

「これはなんだ？　音が鳴っていた」

「……携帯電話です」

「なんに使う？」

「あの……。遠くにいる人と話をしたり、伝言をしたり、いろいろです」

　追いやりたい気持ちは山々でもわたしを探してくるというのは、それだけ王子様が携帯電話に好奇心をそそられているということで、とりあえず説明して追っぱらったほうが無難だ。そうしないとよけいなことまで突っこまれそうな気がする。

「不便だな」

「は？」

　……確かにいまは便じゃないけど。

　わたしにとってはタイムリー的な言葉で一瞬、脳みそがショートしそうになった。

「人間の通信手段は不便だ」

「……そうですね」

　じゃあ、王子様はだれかと話すとき、どうやって話しているんだろう。テレパシーはできなかったみたいだし。あ、そのまえに、だれと話すの？

「おまえはここで何をしているんだ？」

「……え？」

　ふと疑問を持った間に、王子様はわたしの顔からずりさがったレギンスと下着まで視線を落とした。

　追っぱらうまえにやっぱり突っこまれてしまい、チュニックで肝心なところは隠れているものの、体裁の悪さに躰中が恥ずかしさで熱くなった。

「……ねいちゃーこーるずみー、です」

「それはなんだ？」

　やっぱり通じない。

「え……っと、食べたり飲んだりしたあと、よけいなものは躰の外に出されるんです。それを出すのがこのトイレっていう、つまりここです……」

「うむ。あいつが言っていた生理現象か」

　そういえば、あいつ、って……や、それよりも王子様、トイレも未経験？

　わたしが教えるんだろうか……だめ。そこまで無理！　できない！

「王子様、お尻とかあそこがむずむずしたらとりあえず、パンツ脱いでここに座ってください。すっきりしたら、お尻はティッシュで拭いてくださいね」

「あそこ、とはなんだ？」

「……わたしのなかに入ったソレです」

　指差すと、王子様はわたしの指を追って自分のモノに視線を落とした。

「うむ。わかった。おまえはすっきりしたのか？」

「はい。それで、トイレ出たいんですけど、向こうへ行ってもらえませんか」

「おれが拭いてやろう」

「は？」

　突拍子もない申し出に呆けたあと、いつか見たホラー映画のワンシーンみたいに、首が一周まわりそうなくらい頭を振って遠慮した。ティッシュペーパーのみならず、トイレットペーパーも興味を引いたのだろうか。

「お、王子様にわたくしごときの下しもの世話など滅相もないです。どうぞあちらでお待ちを」

「そうか？」

「はい」

　わたしは大きくうなずいた。

　鍵を閉めていなかったものぐさなわたしが悪いんだけど、言い訳すれば、いままでは独り暮らしだったし、家のなかで鍵を閉める理由なんてなかった。

　王子様が戸を閉めていくと、躰中の空気が出るくらいにため息をついた。




　部屋に戻ると、王子様はベッドに寝そべって外を向いていた。閉めたカーテンがまた開けられている。

　テーブルの上から携帯電話を取って画面を見ると、短大時代の友だちからのメールだった。父親が経営している二十四時間営業のカフェバーで働いていて、暇なら店においで、という軽い誘いだ。

　断りとお礼のメッセージを入力して返信をした。

　出かけられるわけがない。

　……。

　でも。

　わたしはふと考えた。

　今日一日のことならともかく、王子様はすぐにここから出ていくような様子じゃない。かといって、居座る間、この部屋から一歩も出ないという保証もない。

　それに、王子様が地球にやってきて遭遇した地球人はたぶん、わたしだけ。それがどういうことか。

　わたしは心もとなくなった。

　……。バカバカバカ。

　どうしてそう思うのか、不可解な気持ちを振り払うようにつぶやいた。

　王子様は所詮、王子様。そうなるとしても清々すればいいし、そのさきで人類なんてどう進もうが運命共同体で、わたしが後ろめたく思うことじゃない。

「うむ」

　横から唐突に短い唸り声がした。携帯電話を置いてベッドへ目を向けると、わたしを見ていたらしい王子様と目が合った。

　見られることにも慣れた。あそこをまじまじと見られたことを考えると、いまの姿なんてどうってことない。トイレショックからの立ち直りの早さといい、すでに王子様慣れしているわたしって……。

「王子様、お風呂に入りませんか」

「風呂とはなんだ？」

「躰をきれいにするところです。お昼にわたしが入ってた――」

「ああ、そこか」

　王子様は起きあがると、目のまえでいきなり服を脱ぎ始めた。

　惜しむことも恥ずかしいと思う様子もない。あっという間に裸になったと思ったら、今度はわたしの服に手をかけた。

「王子様っ？」

「ついでだ」

　ひと言だけ放ってチュニックの裾をつかむと王子様は一気に引きあげた。その間にブラジャーのホックが外される。王子様は器用になっている。ネット上で把握したことは偏っているようで、携帯電話は学べていなくても、こんなことは学んでいる。引き裂かれるよりは断然いいけれど、学習意欲はある意味、怖くもある。

「わたしは一緒にとは言ってませんが――っ」

　抗議もあえなく、ベッドに押し倒されてさえぎられた。すかさず、王子様はショーツに手をかける。

「ちょっと待――っ」

　追い剥ぎに遭ったわたしは軽々と抱きあげられ、制止しようとした言葉は途切れた。王子様のお姫様抱っこに感動するよりは抵抗した。ただし、その腕力には到底敵わない。

「触るだけだ」

　そう言いつつも、王子様のソレがその気剥きだしにして腰に当たっている。

　王子様は本当にばか力らしく、けっして細いわけじゃないわたしを片手に抱え直して浴室のドアを開けた。片手でも安定してはいるけれど、思わず王子様にしがみついた。

　ぺたりと触れた王子様の肌はやわらかく、それでいて厚みを感じる。

　少なくとも皮だけ被っているわけじゃなさそうだ。

　そうちゃかして、広い背中にどきどきしていることを紛らわせた。

　結局、家のなかにプライバシーはなくなったわけで、ペースさえも再び王子様に握られた気がした。









  




五．バスタブの王子様




　浴室のなかに入ると、すぐ洗い場におろされた。

「胸のぴくぴくしているのはなんだ？」

　唐突に王子様の手のひらがぴたっとわたしの胸に張りついた。探るように辺りをうごめき、中央をちょっと左にずれたところで止まった。

「ここだ。動きが速くなってるぞ」

　当然だ。いきなり胸を触られてどきどきしている。

「それは心臓が動いてるんです。たぶん王子様も……」

　言いながら、わたしは半ばその存在を疑って目の高さにある王子様の胸に手を置いた。鼓動が規則的に手のひらを押し返してくる。

「ほら」

　わたしが促すと、王子様は自分の胸に手を当てた。

「それが止まると死んでしまいます」

「……おまえは……？」

　わたしは首をかしげて言葉を濁した王子様を見上げた。苦虫を咬み潰したような顔を見て、王子様の訊きたいことを察した。

　本人のわたしはすっかり忘れていたけれど、王子様はまだ、わたしがすぐ死んでしまうと思っているようだ。普通に考えて、死にそうな人が独りで買い物に出かけたり、掃除したり料理したりなんてできるわけがないのに。

　王子様は常識がよくわかっていない。そのうえ、よほどそれが気になっているらしい。

　答えあぐねていると、やがて考えを切り換えたのか、わたしを見下ろしていた王子様から曖昧な表情が消えた。

「まあいい。それでどうする」

　王子様はいつもの口調に戻り、ざっと浴室内を見回して首をひねった。

「躰を洗うんです」

　狭い浴室に大柄な王子様と一緒では窮屈極まりない。そのなかでボディソープを垂らしたスポンジを泡立て、腕に当てて実演して見せた。

「気持ちいいですよ」

「うむ。おれがやる」

「え？」

　王子様はいきなりわたしのわきを支えて抱きあげると、そのままバスタブに入った。

　押さえつけられるようにして一緒にかがみ、わたしは王子様を跨いだ恰好でその脚とおなかに挟まれた。離れようにもふたりで入るには狭すぎるバスタブで身動きがとれない。微妙な体位にわたしは焦った。

　だって王子様のあれとわたしのあそこが異常急接近している。

　王子様が裸でいることを当然だと思っていることと、えっちは好きらしいけれど、それとは別に先入観なくわたしの躰のありのままを普通だと見ていること、その二つが裸という恥ずかしさをなくしつつある。

　それでも、やっぱりえっちはえっちだ。

　恥ずかしいし、なんだか生命が誕生しかねない行為を、そういう重大さそっちのけで楽しむということに後ろめたさを感じる。そんなふうに考えるのってわたしだけだろうか。

「あの、狭くないですか」

「思っていたものとは違うが、おれはかまわん」

「思っていたもの、ですか」

「こういうのが浮いていたな」

　王子様はわたしの手からスポンジを奪うと、泡をしぼりだしてふたりの間に落とした。

　……。王子様、今度はなんの映像を参考にしているのだろう。

　見様見真似で王子様はボディソープをスポンジに含ませて泡立てた。それをわたしの首もとに当てると、お湯のなかに泡が散ろうとかまわず、王子様は無心にわたしの躰をきれいにしていく。性的な感じはなく、人から躰を洗ってもらうことも心地いい。態度が俺様なわりにこういうところは驚くほど丁寧だ。

　うっとりしているとふいにわきを抱えられ、膝立ちになるまで持ちあげられた。悟る間もなく、王子様のスポンジを持った手が無遠慮に脚の間に入りこんだ。

「あっ……そこはいいです、自分でやります！」

「痛い、のか？」

　童貞放棄に夢中になっている最中でもわたしの叫び声は届いていたらしい。その言葉の意味を確認するように言った王子様を見ると、気難しい顔になっていた。

「いえ、そうじゃないんですけど」

「それならなんだ。おまえはおれがやると言っているのを止めるつもりか」

　腕をつかんで引きとめているわたしの手を見下ろして、王子様は再び鋭くした眼差しを上げた。トイレのときはあっさり引いたのに、この状況ではまったくその気だ。

「なんだか恥……いえ、心苦しいので」

　途中で気づいて言い直したものの、王子様の目は不穏に光る。

「……。王子様がやりたいとおっしゃるのであれば……お願いします」

「もういい。恥ずかしい、というのはよくわからないが、そう怒ることでもあるまい」

　つかんでいた手を離し、目を伏せて言ったわたしに対して、王子様は寛大さを見せた。

　同時に、脚の間にはスポンジではなく王子様の指が直に触れた。突然、意思を持った指に驚いて言葉にならず、わたしは王子様に目で訴えた。

「お願いと言われれば断る理由はない。痛い、ことはしない。触るだけだ」

「王子様……っ……あっ」

　わたしの言葉を最大限に解釈してつけこみ、浴室へ連れてくるときと同じ言葉を吐いて王子様は指を動かした。

「だめっ」

　あんなにばか力なのに、躰に触れるときはどうしてこんなにやわらかくなるんだろう。

　躰が揺れて、支えるのに王子様の肩に手をついた。その体勢をいいことに、王子様は目のまえにしたわたしの胸先をぱくりと咥えた。

「ああっ……や……んっ」

　躰を引こうとすると、王子様は空いたほうの腕で引き戻した。躰がぷるぷるとふるえだす。敏感すぎるのは、きっと、人から触れられることに慣れていないからだ。言い訳をしながら意識を逸らそうとしてもかなわず、抑制できない声が浴室に響いた。

「いいか？」

　王子様が胸から口を離して訊ねた。

「……だめ」

　かすれた声でつぶやいた。

「それは、気分がいい、ということだな？」

「や……」

　力のこもった下半身がだんだんと重たくなっていった。

「どうだ？」

「んっ……」

「いいか？」

「ぃや……あっ」

　王子様はしつこい。

　そのさきまで任せたい気持ちは百パーセント近くあるのに、素直に答えられるほどわたしは奔放にはなれない。

「人間の言葉は複雑だな」

　王子様の指は、水よりも粘り気のある液体に触れて滑りやすくなっている。明らかにわたしが得ている感覚の結果で、それが『気分がいい』ことだと学んだ王子様は不可思議そうにつぶやいた。

　王子様の指先は動きを止めることなく、加えて今度は反対の胸が生温かく含まれた。胸と子宮は繋がっているという。いまは逆に、意識がその二つに分散されて理性が飛んだ。

「王子様……もう……いい……」

「まだだ。おまえの声を聞いていない」

「声……って？」

　ぼやけた思考はうまくまわらず、短い単語なのに自分でもわかるくらい舌足らずになっている。王子様は答えることなくわたしを追い立てた。指が脚の間を捏ねるようやわらかく這い、対照的に胸の先は甘くかじられた。

「だめっ」

　無意識に口走ると同時に、甘い疼痛が胸の先から躰の奥に走り、ぬめった場所と繋がった。一瞬の時間が止まる感覚。

　んくっ……ぁああーっ。

　浴室に反響した声と自分の鼓動が、耳のなかを音でいっぱいにした。

　お湯のなかであることがよけいに浮遊した感覚に陥らせ、わたしは目のまえの王子様にしがみついた。思いだしたように身ぶるいを繰り返す間、王子様の手がなだめるように躰を這う。

　ようやく荒かった呼吸が治まると王子様の肩越しに深く息をついた。

　えっちのときの王子様は概ねやさしいと気づく。それとともに、王子様の意思が下腹部に当たっていて、まだ終わっていないと気づいた。

　わたしはおずおずと躰を引いた。

「気分はよかったか？」

　王子様はえっちをどんなふうに捉えているのか、こういうことを真剣な目で訊かれると困惑する。期待に満ちたような眼差しは、応えないわけにはいかない気にさせた。

「はい」

　うなずきながらという、わたしの二つ返事に王子様は満足げな様子だ。浴室という場所を考えると滑稽なくらい見つめ合った。

　それから、王子様の出方を待っても何も始まらず、もしかしなくても、触るだけだ、というのは本当だったらしい。

　思わず、わたしは王子様の下半身を見下ろしてしまった。

　石けんで少し濁ったお湯のなかでも、やる気満々をあからさまにしているソレが見えた。

　いや、わたしはけっしてそのさきを期待しているわけじゃなくて……。

　だれが指摘しているわけでもないのに、自分で自分に言い訳をした。

　痛かったし……王子様はおかまいなしだったし……人じゃないし……新人種が生まれたら困るし…………。

　言い訳はとどのつまり言い訳でしかなく。

「あの……触っていいですか？」

　自分で言って驚いた。たぶんびっくり眼になっているわたしを見て、王子様は訝るように顔をかしげた。

「あ、いえ、洗ってもらったおかえしに、わたしも王子様を――」

「おれの躰を触るのにはばかる必要はない」

　意味を誤解されないように慌てて言い繕ったわたしをさえぎり、王子様は許可を下した。

　ためらいつつもバスタブに浮いていたスポンジを取ると、王子様の首筋から始めた。王子様がわたしの背中を洗ったときとは違って、逆のパターンで広い背中を洗うには抱きしめる恰好にならないと届かない。裸同士の胸が触れてちょっとくすぐったい。へんな気分になってきて、急いで洗った。

　背中が終わると王子様はバスタブに寄りかかり、腕をその縁に預けた。何様だというくらい威圧的だ。傍からわたしたちを見ると、たぶんご主人様と召し使いだろう。現実、似たようなものだ。

　王子様からしてもらったように洗い返すと、残ったのは、変わらず現状維持を続けているソレだけになった。

　おそるおそる手を伸ばした。ちょっと触れただけでぴくりと反れた。

　ど、どうしよ……。

　やっぱりためらった。目を上げると、わたしの一挙手一投足を見守っている王子様の目とまともに合った。藍色の目に輝いている光の粒が、いまは鈍くくすんでいる。

　どうしてそうなっているのか意味を察すると、わたしは見られているだけで、王子様の〝気分がいい〟をまだ見ていないことに気づいた。

　見てみたい。けれど、触る側になっても、なぜかわたしのほうが恥ずかしい。自分で言った手前、引くわけにもいかない。

　またちょっと触ってみた。ぴくりと反応する。

　なんだかこの反応ってどこかで……。……あ、犬のしっぽ。

　実家で買っている柴犬を思い描いた。眠る犬に近づき、悪戯で尻尾をつんつんしたときの反応と同じだ。

　そっか、犬のしっぽだと思えば！

　と言いつつ、そう単純に思えるわけもなく、ただこういうところにもわたしの真面目さは健在で悪戦苦闘してがんばった。冷静に考えれば、がんばるようなことからずれているわけで、わたしのペースは乱れている。

　一方で、王子様の顔は苦痛に耐えているかのように歪んでいった。なんだかキスしたい気分だ。主導権を握るというのは、男だろうが女だろうが加虐心を煽られるのかもしれない。

　同じ初体験にもかかわらず、本能的に習得した王子様と違って、わたしのはお世辞にも巧みとは言えない。それでも王子様は程なく気分をよくした。

　その瞬間の、呻く声も目を閉じた表情も妖しいほど色っぽい。

　バスタブのなかに王子様の液が広がったことも気にならない。わたしのもそうだし。そういう感覚になれることが自分でも不思議だ。

　ぴくぴくしていた犬のしっぽは力を失って、王子様は閉じていた目を開いた。

「気分がよかった。おまえは……なぜだ？」

　王子様の言葉は繋がっていない。癪に障るといったような表情を見せた。

　王子様もわたしも、理性と躰の意思がばらばらになっている。

　戸惑って首をかしげると、王子様は手を伸ばし、わたしの顔をくるんで引き寄せた。キスしたい気持ちが通じたみたいで、王子様のくちびるがわたしのくちびるをふさいだ。口のなかを自在に侵されているうちに、くっついた下腹部に、また反応をあらわにした王子様のソレが当たる。

　わたしは驚きながら王子様の肩に手をついてくちびるを離した。

「王子様……元気ですね」

「わけてやる」

　鮮明さを取り戻していた藍色の瞳がまた燻った。

　再びわたしは引き寄せられて王子様の顔に近づく。触れる寸前に両手を重ねて王子様のくちびるをふさぎ、わたしは自分の手の甲にキスをした。

　くっつきそうなくらいに間近にある王子様の目が剣呑として細く狭まる。

「あの……王子様、そのまえに出かけませんか」

　王子様は眉間にしわを寄せ、わたしの顔を少し遠ざけた。

　わたしはやっぱりいい加減なことは好きじゃない。

　王子様の口を解放した。

「なんのために出かける？　おれはここで充分だが」

「王子様のことが知りたいので」

　脅すような口調にも怯むことなく言うと、顔から手が離れる。

「何が知りたい？　いまここで答えてやってもいい」

「訊いても王子様には答えられないことです」

　わたし自身も何を知りたいのかよくわかっていない。

　また乱暴に振る舞いかねない様子で王子様の目が据わった。それでも譲らないで、わたしはその目をまっすぐに見返した。

「それは願い事か？」

「……そう取ってもらってもいいです」

　王子様は少し首をひねり、脅迫めいた雰囲気を消した。

「いいだろう」

「ありがとうございます」

　わたしが笑って言うと、王子様は脅したときとは違った印象で目を細めた。

「言葉に限らず……人間は複雑だな」

「王子様もそうですよ」

　そう言い返すと、王子様はかすかに顔をしかめた。すぐ無表情に戻ると、わたしを抱きあげてバスタブのなかから立ちあがった。

「あ、王子様、髪を」

　そのまま浴室を出ていこうとする王子様を引きとめた。

　洗い場に強引に座らせて、わたしは背後から王子様の髪を洗い始める。わたしがするままに任せていた王子様は、洗っている途中、シャンプーの泡が目に入ってしばらくつらそうに呻いていた。回復後にわたしを睨みつけた王子様はちょっと子供っぽくて笑った。

「おかえしだ」

　そう言うと、王子様はあぐらを掻いた上にわたしを座らせた。お玉を二つ重ねたみたいな恰好で、髪を洗う手はやさしくて気持ちいい。

　それがおかえしではなく、仕返しをしようと油断させる申し出だったと知ったときは手遅れだった。

　背後から襲ってきた王子様の手にまた弄られて、わたしはあえなく堕ちた。

　王子様にベッドまで運んでもらうと、しばらくぐったりしてわたしは寝転がった。

　今日一日だけで王子様に四回も……。

　考えられない事態によけいに頭がくらくらした。

　やっと気だるさが抜けて目を開けると、ベッドの脇に座りこんでわたしを見ていた王子様の目と合った。その眼差しが不安そうに見えるのは気のせいだろうか。

「いいか？」

「はい。のぼせただけですから」

「のぼせる？」

「お風呂に長く入っていたせいです」

「そうか。今度から気をつけよう」

　今度から。

　何気ない王子様の言葉は〝しばらく〟を〝ずっと〟のように思わせる。なんとなくいまは複雑な気分だ。

　とにかく、手遅れになるまえにわたしは王子様のことが知りたい。

　起きあがると服を着て、わたしが化粧をしている間、裸の王子様には飴玉を与えて服を着させた。








  




六．未知との遭遇パートⅡ




　九時をすぎて家を出た。王子様を知るのには持ってこいの時間帯だ。

　わたしが誘導するままに王子様はおとなしくついてくる。それほど景色に興味を持つふうでもなく、すれ違う人を威嚇することもない。

　野生の動物じゃあるまいし、ましてやプライドが高そうな王子様が〝人間ごとき〟を相手にするわけもないけれど。敵として見なすというよりは単なる下等動物として無視している感じだ。

　人に害を与えることはなく、外に連れだしても問題ないことだけは確認できた。

　唯一表情が動いたのは電車に乗ったときで、移動手段だと説明すると、人間とは不便だな、とつぶやきながらも興味深そうに車内を見渡した。意地っ張りな子供さながらの王子様を可愛いと思ったりするあたり、わたしは王子様にかなり情を費やしている。また心もとなくなった。

　その時、が来たら……。

　いまじゃなくてもいい。

　何が？

　心のなかでつぶやいたのはわたしなのに、はっきりしない自分の気持ちに気づいてそのさきは考えるのをやめた。

　電車を降りると煌びやかな街中に入った。アパート周辺の雰囲気とはがらりと変わり、人通りも多くなって王子様はうるさそうに顔をしかめた。

　電車内でもそうだったけれど、王子様はやっぱり目立っている。何気なくすれ違ったあとにふと立ち止まって振り返る、という人を何人も目の片隅に捉えた。

「ここはなんだ」

　王子様はうんざりしたようにつぶやいた。

　往来の邪魔になるのもかまわず立ち止まった王子様に気づいて振り返った。王子様は空を見上げている。わたしも倣って見上げてみた。

「宇宙が台無しだ」

　ネオンのせいで藍色の空は霞み、星の光は色褪せている。王子様の嘆きの理由はたぶんそこだ。

「王子様、もうちょっとで着きますから」

　王子様は不本意だという表情を見せたけれど、逆らうことなくまた歩きだした。

　目的地近くまで行くと、連絡を受けて待っていた友だちの栄美が気づいて駆け寄ってきた。

「綸子、久しぶり。来てくれてありがと。はい、これ、頼まれてたもの。何するの？」

「ありがと、助かる」

　栄美が差しだした男物のジャケットを受けとると、わたしは背後を指差した。

　その指が示す方向を追った栄美の目と口が唖然と開いた。Ｔシャツにカーゴパンツという一張羅の恰好で控えている王子様を、栄美は値踏みするように上から下まで眺めた。

「……この人が同伴？」

　信じられないようにわたしを見ながら、栄美がつぶやいた。

「そう。いまの時間帯だったらジャケットあったほうがいいと思って。持ってなかったから」

「そんなことはいいから紹介してよ」

　急かすように言った栄美の言葉にふと気づいた。

　呼び慣れたせいでうっかりしていたけれど、王子様、名前がまだない。しかも背景なんて実質上もまるでゼロだ。

「王子様、わたしの友だちで真辺栄美さんです」

　王子様は面倒くさそうにうなずいた。その間にわたしは頭をフル回転させて王子様の環境設定を考えた。

「王子様……って……綸子？」

「え……っとね……この人はわたしの従兄で……う……うちゅうおうじさんて言うの！」

「……宇宙……王子さん？」

　栄美は疑うように繰り返した。

「……や……栄美が想像した字とはちょっと違うと思う……」

「……思う、って何よ」

　栄美と同じ字を安易に思いついて口にしたわたしは、突っこまれて急いで考え巡る。

「あー……あのね、外国生まれの外国育ちなの。ハーフ！」

「あ、そういうこと。オージ・ウチューさんなわけだ。茶髪は染めたんじゃなくて生まれつきなのね」

　栄美があっさり納得してわたしはほっとした。

「そうそう。わたしはふざけて王子様って呼んでるんだけど。それで日本語もあんまり上手じゃないし、日本文化を教えようと思って連れてきたの」

「ウチの店で日本文化なんて学べないと思うけど」

　栄美の指摘にぐうの音も出ない。そのとおり、いくらお洒落なカフェバーでも日本文化とは縁遠い。

「それはともかく歓迎するよ。オージさん、客寄せになりそうだから。どうぞ」

　栄美は仕事中のせいか、しつこく問いつめることなく可笑しそうにすると、じっとわたしの背後に控えていた王子様を見やり、自分の店を指差した。

　わたしは半ばおそるおそるとして王子様を振り返った。想像したとおり険しい顔に迎えられる。

「王子様、これ着てもらえますか」

「まだ着るのか？」

「飴みたいに美味しいコーヒーありますよ」

　迷いを見せた王子様は甘い誘惑に勝てなかったらしく、不承不承、薄手のジャケットを受けとって羽織った。

　栄美のダンディな父親から借りたのは、ボタンひとつのスマートなテーラードで、ベージュ色のジャケットだ。サイズもぴったりで、砕けた恰好が締まって見えた。人に見せるのがもったいないくらい決まっている。

　栄美が小さく、「わお」と感嘆の声をあげた。

　王子様が自分の恰好を見下ろし、納得するのを待ってから、栄美の案内で店に入った。

　広々とした店内は、左側の隅にカウンターテーブルがあり、中央部分に丸テーブル、壁際に沿って四角いテーブルと並べられている。

　そのうち二人掛けの丸テーブルを選んで王子様を座らせた。

「王子様、ここにいてもらっていいですか。コーヒー、もらってきますから」

　王子様がかすかにうなずいたのを確認してわたしはカウンターに行った。カウンターからすると王子様は横向きに見える。

　店内を見回した王子様は興味を惹かれるものがなかったらしく、椅子の袖に腕を預けて外を眺め始めた。

　間接照明がその姿を神秘的に映していて、ばかげているけれど、わたしは異星人だとばれるのではないだろうかと不安になった。

「王子様、キャラメルコーヒーです」

　注文したコーヒーを栄美から受けとって届けると、香りからでもわかる甘さに惹かれたようで、王子様の不機嫌な顔が少し緩んだ。

　さっそくカップを口に運んだ王子様の顔を見守っていると、熱さに少し顔をしかめながらもその味に満足したのがわかる。

「王子様、栄美と話したいことがあるのでちょっと待っててくださいね？」

　待ってもらえますか、と訊ねればきっと芳かんばしい返事はないだろうし、あえて同意を求めた言い方をした。王子様の目は不満をあらわにしても、文句までは言わず、わたしはそれを了承と取って王子様を独りにした。

　カウンターに戻ると、栄美が何を話題にしたいのかわかっていながら、そのまえにしばらく共通の友だちの近況報告をし合った。

「綸子、オージさん、ほっといていいの？」

　カウンターの向こうで作業をしながら、痺れを切らしたのだろう、栄美は唐突に話題を変えた。

「うん、ちょっと実験中。王子様、特殊環境で育ったみたいで人にあんまり免疫がなくって……実はいまわたしの家に居候してるの」

　栄美は手を止め、呆気にとられてわたしを見つめた。

「嘘っ」

「ホント。預かってるというか……監視というか……それでいろんなことに免疫つけておかないと、あとから面倒なことは嫌だから」

　そう答えると栄美の視線がわたしの背後に向いた。

「監視？　……従兄とはいえ、綸子が男とねぇ……。あー……そうか、なるほどね……」

　栄美は喋っている途中で独り合点して、わかったふうな眼差しをわたしに戻した。

「何？」

　わたしはソーダ水を口もとに近づけながら訊ねた。

「気持ちわかるよ。あれだけの高級品じゃ、心配だし。人に免疫がないとなるとよけいにね。わたしは多少のことには目がつむれるけど、綸子は真面目一直線だもんね。相手にもそうあってほしいだろうし。とうとう綸子も恋煩いか」

　ぶっ。

　勝手な解釈を展開させてどこへ栄美の結論がたどり着くかと思えば、恋という言葉で締め括られ、思わず吹いてソーダ水が鼻にかかった。

「こここ、恋煩いとかじゃないよっ」

「ぷっ。免疫ないのは綸子も同じだよね。大丈夫だよ。オージさんは綸子がいいんじゃない？」

「え？」

「さっきから何人かに誘われてるけど全然無視。オージさん、苛々してるみたい――」

　そこで奥から呼ばれた栄美は言葉を切った。栄美は含み笑いをして、「ちょっと行ってくる」と賄い場へ消えた。

　わたしは後ろを向いてみた。

　王子様のまえに見知らぬ女性が座っている。

　二十代から三十代の人がほとんどを占めている時間帯、この店ではよく目にする光景だ。暇な時間を持て余した者同士、異性でもグループでもシングルでも、初対面ということも関係なく、一緒に飲まないかと誘ったり誘われたりする。だれが仕掛けたのかは知らないけれど、如何わしい目的ではなく、とにかく大勢ですごしたいとか飲み仲間をつくりたいという人がこの店に集ってくる。もちろん、その延長線でお付き合いに発展していくこともある。

　いま王子様を誘っているのはすこぶる美人さんで、ここからでも、胸がたぷんたぷんと弾んでいそうなのが見てとれる。開いた胸もとから谷間が見えようが気にしていないらしく、それよりは見てといわんばかりの自信がありそうだ。

　もっとも、王子様の外見を考慮したら、自分に自信がなければ近づけないだろう。

　少なくともわたしは近づけないし、近づかない。羽目を外せないことと相まって保証がなければ動けない性格だし……そのうえ肉体的にも未熟だ。

　わたしは自分のＢカップの胸を見下ろして、ため息をついた。

　王子様は女性の話を聞いているのかいないのか、とりあえず目は女性に向いている。

「やだ」

　……って何が？

　自分でつぶやいたくせに、わたしはその意味がよくわからず、自分に疑問を向けた。

　王子様の扱いは難しいし、だれか引き受けてくれるのならそっちのほうがいい。なのに――。

「お嬢さん、どうだね、あいつの相手はたいへんかな」

「たいへんじゃない人っているんで……しょう……」

　間近で何気なく問われ、わたしは答えかけて尻切れとんぼになった。

　ハッとして声のしたほうを向くと、つい今し方まで気配の気の字もなかったのに、すぐ右側に見知らぬ人が立っていた。

　おじさんというよりはおじ様という雰囲気で、スーツをスマートに着こなし、短めの口ひげを蓄えている。髪の毛は撫でつけられ、温和な瞳がわたしをまっすぐに見つめていた。清潔感たっぷりで粋いきな感じだ。

「きみはたいへんそうには見えんが。むしろ、うまく扱っているように見受けた」

　その紳士はおもしろそうに言った。

「あの……あいつ……って……」

「あの若者のことだよ。あいつはまだ若くてな、星を制覇することばかり考えておる」

「……星を制覇……？」

　紳士が指差したのは王子様に違いなく、それでも、差し当たりわたしは惚けることにした。

「プレッシャーをかけることになるが、地球……というよりは人類の行く末はきみにかかっている」

「はい？」

「あいつと私の賭けを教えておこう」

「賭け、ですか」

「そうだ。あいつの標的は太陽系まで巡ってきた。地球を浄化しようとしていたんでな、この国の伝説を利用した。事に及ぶのは人間を知ってからでも遅くない。飛んでくる間に願い事が三回唱えられたらそれを叶えること。それができたら抵抗せずして潔く地球を譲ろう、と」

　……そんな無責任なことを。しかも浄化って、王子様の言葉と繋ぎ合わせれば、人類は汚染物質？　まあ……あんまり否定もできないけれど。

　それよりも。

　この紳士は何者？　王子様とこの紳士の話は地球を乗っとるというところで合致している。それはつまり、紳士は王子様の正体をわかっているということで……紳士の『あいつ』が王子様なら、王子様の『あいつ』は紳士。つまりのつまり……この紳士は人類を創ったという、いわゆる神様？

　……。そんなわけないし。だって神様っていうのは、人が勝手に盛りたてた偶像のはず……。なんだか頭がこんがらがってきた。

　もし神様だとしても賭けだなんて。紳士の言い方はどこか引っかかる。試しに訊いてみよう。

「因みに……わたしが願い事を唱えなかったらどうなったんでしょう」

「どうだろうねぇ……」

　かなりくせ者的な答え方だ。実はＮＡＳＡの回し者で、レーダーに引っかかった異星人イコール王子様という裏づけがほしくて鎌をかけられているのか──と、わたしは疑惑いっぱいになって紳士を見た。

　王子様、ＮＡＳＡに引き渡したらやっぱりかわいそう。だって悪くない。

　……何が？

　わたしはまた自分に問いかけた。

　一方で紳士は、一歩間違えれば策略がありそうなくらい、にやりと愉快に笑い返した。

「願い事というのは鍵かもしれんな。あいつは生意気で傲慢だが……」

　紳士は言葉を濁した。そのさきを少し待ってみたけれど、言う気はなさそうだ。

「なんでしょう？」

「いや。君はあいつの姿をどう思う？」

「姿、ですか……」

　紳士の唐突な質問に王子様へ視線を向けた。

　いつの間にか、女性が真正面から九十度移動して、王子様との距離を詰めている。当の王子様といえば不機嫌オーラが絶好調だ。

　そういうマイペース俺様ぶりを差し引けば、透き通るような繊細なラインを感じる。

「そうですね……きれいな印象はありますけど」

「この国では、名は体を表すと言うが、我々の場合、躰は心を映す」

「……どういうことですか」

「我々は本来、目に見える形を有していないということだ。郷に入っては郷に従え、というようなことかな。人類に紛れるのなら人類の姿をとるようになっているだけのこと。君はあいつの本来の姿が見えているようだな。それがどういうことか、よく考えてみる意義はあると思うが」

　紳士は言い含んだ。

「はあ」

　わたしはまったく意味がわからず、ますます混乱した。

　紳士は問うような眼差しを向けてくる。

「とはいえ、人類の行く末を君に押しつけるのもどうかと思っている。どうするかな。バカ三回、なかったことにしてほしいらしいが」

　酔っぱらっていてもそう願った記憶はある。けれど、それは心のなかで思ったことのはずで……。

　わたしは一歩でも百歩でも引きそうになった。

　やっぱり神様!?

「あの……もしそれを叶えてもらったらどうなるんでしょう」

「人類は滅亡、かな」

　紳士は悪びれることもなければ、疾しさもなく、無頓着におもしろがった笑みさえ見せて口にした。

　神様って軽薄。

　結局は、わたしが責任をなすりつけられている気がしないでもない。

「もしもその願いを本当に叶えてほしいなら、もう一度願うがいい。叶えてやろう」

　わたしが宙を見て考えこんでいると、「貴方」と、鈴の音色のような声が割りこんだ。知らない間に、貴婦人というべき、穏やか、且つ凛とした女性が傍にいて、紳士の腕に手を置いた。

「ああ、待たせたな、貴女おまえ」

　古風な呼び方だ。

　もしかして神様の奥様？

「では、ごきげんよう」

　そう言う紳士の傍らで貴婦人が目をくるくるさせ、茶目っ気たっぷりのしぐさでひらひらとわたしに手を振る。

「がんばってね」

　と言い残して、ふたりは目のまえから忽然と消えた。

　店内を見回したけれど、見えていたのはわたしだけなのかだれも反応していない。ただし、カウンターの椅子二つ向こうに座った男性が奇妙な目でわたしを見ている。目が合うと慌てて逸らされた。

　どういうことかと考えてみれば、はたと思いつく。

　紳士が見えていなかったとしたら、わたしはきっと独り言を喋っているように見えたはずだ。貴婦人に思わず振り返した手をさっと引っこめた。

　この一日でちょっとやそっとの怪奇現象じゃ驚かなくなるほどの順応性って、ないと思っていたわたしの唯一の特技かもしれない。

　それにしても、がんばって、って何を……？




　ひとしきり、ぼんやりとしていると、ふいに視界がさえぎられた。

「いつまで待たせるつもりだ」

　険悪な声が頭上から降ってきた。

　びっくりして躰を少し引くと、王子様がほんの間近に仁王立ちし、腕を組んでわたしを見下ろしている。

　王子様がいたテーブルを覗き見ると、女性はいなくなっている。

「気に入りませんでしたか？」

「なんのことだ？」

　王子様は眉をひそめた。

　基本的に、王子様はやっぱりどんな人にも興味ないんだろうか。

　ほっとしたようながっかりしたような怖いようなうれしいような……。

　気持ちも複雑であれば、そうなる原因も理解不能で、わたしのなかはぐちゃぐちゃになっている。

　恋煩い。

　ふと、さっきの栄美の言葉が浮かんだ。

　……。

　だって、勘違いで何様俺様でえっち好きで、究極は無理やりやられたんだからそんなことあるはずない……。

　でも後悔していたみたいだし、甘いのを食べるときとか興味津々なときとか、なんだか可愛いところあるし、えっち初心者なのに上手だしやさしくしてくれるようになったし……。

　そう行き着いたら、何が知りたかったのか、心もとなくなった理由が何かということに気づいた。

　王子様をだれにも何にも、わたしは譲りたくなかったんだ……。

　信じられない。わたしって物語の王子様より嗜好が変態的……？

　自分が自分に後ろ指を指している。変態という言葉がエコーして、気分は〝ムンクの叫び〟だ。うつむくと、カウンターより一段下にいる王子様の腰が、スツールに座ったわたしの膝と同じ高さにあった。

　わたしは果たして何を思ったのか、気づいたときはカーゴパンツの上から王子様のソレをすくうようにつかんでいた。

「なんだ？」

　王子様は最大級の怪訝な口調で咎めた。

　……。

　自分でやっておきながら、そうしている自分が信じられなくて、頭のなかは真っ白に沈んだ。全身硬直したうえ、脳みそと意思疎通できていない手も固まっている。

「……え……っと……――……げ、元気かな、と思いまして」

「どうだ？」

「……え？」

　質問の意味がわからずに顔を上げると、王子様の顔がくっつくくらいにおりてきて、必然的にわたしは首をのけ反らせた。

「元気か？」

「……いえ……」

　お風呂のときの感触とは雲泥の差でやわらかく、わたしは羞恥心で錯乱したまま正直に答えた。

「至当だ。おれは場を無にするほど下卑た意ではない。下界は所詮、下界にすぎない。ここは退屈でうんざりだ。いったいあの人間たちはなんだ？　おれを見物するとはどういうことだ？　不躾な口の利き方をする。無礼極まりない」

　王子様は文句たらたらで訴えた。

「見物じゃなくて王子様に見惚れてるんです。不躾なのは王子様と友だちになりたいからです」

「さっきも、友だち、と紹介したな。なんだ？」

「え……っと……対等で気を許せる人、でしょうか」

「対等、だと？　おれと？　人間には不可能な立場だ」

　王子様は無下に切り捨てた。

　わたしは複雑な気持ちで王子様を見つめた。それが伝染したかのように、王子様の非情だった端整な顔がわずかに歪んでなんらかの情をよぎらせた。








  



七．浪漫？飛行




　王子様から目が離せないでいると、その瞳を構成している光の粒が霞んでいく。伴い、手のひらの王子様は元気になっていく。戸惑って目を見開くと、王子様はかすかに首をひねった。

「手を放せ」

　その言葉に呪縛が解けて、わたしは手を放した。公衆の面前にもかかわらず、自分のしたことはあり得ないことで顔が赤くなる。怖くて周りを見回せない。目に触れていないことを願うのみだ。王子様が目立っていることを考えるとその希望も風前の灯だけれど。

　王子様はわたしのわきを抱えてスツールからおろした。ちょっと足がかくかくしておぼつかない。

「人間風情の見世物になるつもりはない。無論、触れることも許さぬ。憶えておけ」

　足もとを確かめていたわたしは、その発言に半ば傷つきつつ王子様を見上げた。

「お風呂のときは――」

「おまえは人間とは違う」

　王子様が言いきると、わたしは驚いて目を大きく開いた。

「一緒……ですよ？」

「もういい。おまえの願い事は終わりだ。ここは出る」

　王子様は強引に手を引いて出入り口に向かう。ショッキングな発言に少し冷静になって、常識が返り、わたしは足を突っ張って引きとめた。

「王子様、ちょっと待ってください。お金払わなくちゃ――」

「綸子、今日はわたしのおごりだよ。おもしろいもの見せてもらったから」

　声をかけた栄美はどこから立ち会っていたのか、にやにやしながら口を挟んだ。続けて、「オージさん、またどうぞ」と言う栄美の目が王子様に移るのを追うと、王子様は栄美に答えてかすかにうなずき返した。

　人間嫌いでも、けっしてわたしの友だちをぞんざいに扱うことはない。

　王子様はいつか人間嫌いを改められるかもしれないと思った。




　栄美の店を出ると、来たときとは反対に今度は王子様が先導していく。手を引かれながら小走りでついていくと、いつの間にか人通りの少ない路地裏に入りこんでいた。

「王子様、どこへ……」

　少し息を切らしながら言いかけたところで、ふいに王子様は立ち止まった。

「おれの世界を教えてやろう」

　振り向いてそう言うと、王子様はいきなりわたしを抱きあげた。

「王子様！」

「肉体の限界はわかっている。しっかりつかまっていろ」

　王子様の命令に従うことは常習化しつつあり、どうなるのかよくわからないまま、わたしは言われたとおりに王子様の首にしがみついた。

　とたん、王子様の躰ごとふわりと浮いた。王子様はステップも踏まずに、プラスの重力を感じるほど、信じられないスピードで上昇した。そこからさきはまるで遊園地の絶叫マシーンに乗っているかのようで、王子様は上昇したと思ったら下降するということを繰り返した。

　空が飛べるということは落ちないということだろうし、空中散歩をいいなとは思っても、わたしは高所恐怖症だ。目的地がどこかを気にしたり、景色を楽しんだりするより、悲鳴をあげ続けた。

　どれくらいの距離をどれくらいの時間をかけて移動したのか、王子様が止まったときは力尽きていた。

　地におろされても手は王子様に絡みついたままがちがちに硬直して、内臓はぐちゃぐちゃ、脚はふにゃふにゃになって役に立たない。王子様ごとわたしは座りこんだ。王子様の手がその背中にまわってわたしの腕をほどいた。

「また雨を降らせてるぞ」

　王子様は手のひらでわたしの頬を拭った。

「きっと……気絶していないだけマシです」

「お父さんお母さん、とはなんだ？」

「は？」

「何度も叫んでいたが」

「……わたしを生んでくれた人です」

　まだまだ子供な自分に呆れながら答えると、王子様は少し首を傾けてうなずいた。

「王子様は？」

「なんだ？」

「王子様を生んでくれた人は？」

　薄明かりのなか、王子様の顔に奇妙な表情を見てとった。

「憶えていない」

「憶えていないって……じゃあ、王子様はどこから来たんですか」

「無窮むきゅうの先からだ」

「……家族……はわからないんですよね……えっと……いつもだれと一緒にいるんですか」

「ずっと独りだ」

　わたしは驚いて王子様を見上げた。

「独りで何をしてるんですか」

「宇宙を見ている」

「……それだけですか？」

「それ以上に勝るものがあるのか？　静寂の空間に星と光があれば……」

　王子様は最後まで言わず、ためらうように口を閉じた。

「王子様？」

「この星はどこにも増して美しい。これほど青く輝く星はなかった。だが、うるさい。芥あくたを宇宙に投じて雑音を撒き散らしている」

　王子様は不愉快な声で嘆いた。わたしはなんのことか素早く考え巡った。

「……人工衛星のことですか？」

「人間の情報を知るには便利だったが芥は芥だ。あいつの嗜好は理解できない。なぜ違う意識が必要なんだ？」

　意識、というのがどういう意味なのかよく理解できないけれど、王子様が孤独を好んでいることはわかった。

「王子様、独りでさみしくないですか」

「さみしい、とはなんだ？」

「だれかと話したいとか遊びたいとか、ぎゅってしたいとか、そうしたくてもできないときに感じることです」

「遊ぶ、とはなんだ？」

「楽しむことです」

「楽しむ？」

「気分がいい、と似てます」

「うむ。ぎゅっ、とはなんだ？」

「え……抱きしめることです。こうやって」

　やっぱり、あれなあにこれなあに、に止め処なく襲われるみたいだ。

　悪戯心半分、説明を口実に王子様を抱きしめてみた。

　王子様は小さく唸り、わたしはおかえしされた。

　汚れるのもかまわず、ぺちゃんこに地面に座りこんで抱き合ったまま、わたしは王子様の肩の上に顔を出した。

　周りには木々しか見えず、灯りもなく、高台にいることだけはわかった。梅雨まえの夜空が、街中にいるよりもずいぶんと近い。灯りはないけれど、月と星の光が影を落とすくらいに明るい。

　喧騒は遥か遠く、王子様の好きな静寂がある。

　いつもこんなふうに王子様は独りで宇宙を見上げているのだろうか。

　しばらく鼓動を合わせて宇宙に見入った。

「王子様の瞳は宇宙みたいですね」

「言い得て妙だ」

「え？」

　躰を起こしかけると、王子様の腕が緩んでわたしを離した。あっさりとしてちょっとさみしいと思いながら首をかしげた。

「おれは宇宙の意識体の一部だ」

「意識体って……王子様……？」

「人間が宇宙をどう見ているのかよく知らないが、宇宙に実体はない。すべて意識が生みだした幻影にすぎない。このおれの姿も、おまえの躰も、星も」

「……だれの意識ですか」

「だから実体はないと言っている。それを見たい、あるいは欲しいと思う意識が創りだしたものだ。目に見えるもの、手に触れるもの。すべてが意識によって摂理の下に無限に緻密に構成されている。だからこそ、願い事は意識を御することによってどうとでも叶えられる」

「それって……全部に価値とか意味とかが全然ないって言ってるように聞こえます」

「価値とか意味とか、なんだ？　そういう得体の知れないものに重きを置くより、見えるものを美しいと願い、欲しいものを意識下に願うだけで充分なことだと思うが」

　王子様の言葉は尊大な態度からは考えられないくらい、純粋な心を表している。

　躰は心を表す――紳士の言葉を思いだした。

　紳士との約束を律儀に守り、願い事を叶えるのに付き纏うとまで言う王子様。宇宙を見ることに価値を置き、それを美しいと思う心は、その姿そのままにただ美しいのかもしれない。

　王子様は星を制覇しようとしているわけではなくて、星を見尽くそうとしているだけなのだ。

「王子様、宇宙に果てはありますか」

「おまえのおまえとしての意識に果てはあるのか？」

　王子様は質問に質問で答えた。

　心に限界なんてない。

　それなら王子様の旅に終わりはないのだろうか。この地球もいずれは離れていく？

「王子様が願うのはなんですか」

「どこへ行っても星は美しい。欲しいのは、おまえ、だ」

　答えるのとどちらが早かったのか、王子様の手がわたしの顔に触れた。その手は意思を持ち、わたしをつかんで持ちあげながら引き寄せた。

　バランスが悪くて王子様の肩に手をつく。爪立てた踵にお尻をのせている王子様と、膝立ちしたわたしの目の位置が同じ高さになった。

　いまの返事はただの言葉の羅列なのか、それとも――星は美しいことに変わりないが、わたしはここにしかいない、と、そんな意味を見いだしていいのだろうか。

　王子様が少し顔を傾け、わたしは目を伏せた。

　気にするよりは王子様のようにただ素直に……。

　くちびるが触れると、すぐにさきを求めて王子様はわたしの口を開かせた。

　性急なのにしつこくキスに留まり、王子様の舌がこぼれそうになる蜜をすくいながら口のなかで戯れる。

　頬から王子様の手が離れたのにも気づかずにくちびるを預けていると、短いワンピースの下から両手が這いあがって、下着をずらしながら小ぶりの胸をそれぞれにつかまれた。

　わたしは息を呑んで手を突っぱね、くちびるを離した。

「王子……様」

　力なくつぶやき、間近にある王子様の瞳に魅入る。

　胸をつかんだ手が妖しく動いたかと思うと、指先が弱い場所をつついた。

　あっ。

　背中を反らして小さく声をあげたわたしは力をなくし、恥ずかしさもあって王子様の首にしがみついた。

　王子様は手を止めることなく、わたしは躰をふるわせ、息を切らしていく。

　やがて手がふくらみを離れると、じれったさにこわばっていた躰が緩んだ。その隙をついて王子様は片腕でわたしの腰を抱いて引き寄せた。必然的に王子様の脚を跨ぐ恰好になり、その意図に考え至る間もなく、右手が脚の間に侵入した。

　あ……んっ。

　下着越しに撫でられて痙攣が躰を駆け抜け、首を反らして声を漏らした。

「王子様っ」

「気分よくさせる。それだけだ」

　言うが早いか、王子様の指がじかにやわらかい襞に絡んだ。それだけで腰が跳ねる。王子様の動きは慎重で、繊細な神経をゆっくりと這いずりまわる。緩慢さは感覚をよけいに鮮明にした。

　あ……ぅん……はっ……んっ……。

　恥ずかしいほどそこは波の音を奏でている。わたしを学んだ王子様は、急速にさきへと押しあげようとする。

「お…ぅじ……さ…まっ……もう……飛んじゃいそう」

「我慢することはない」

　許可と同時に指先にどう導かれたのかわからないまま、わたしは一気に無重力のなかに堕ちた。

　あっ、ああぁっん…くっ。

　浮遊して現実味のない躰を王子様の腕に任せた。

　またなだめるように抱いてくれるかと思ったけれど、王子様はそうしなかった。呼吸も治まりきれていないのに、王子様の手はまた動きだした。

「王子様っ、だめっ……んくっ」

　過敏すぎる場所を王子様の指が加減なく攻めた。

　あ、あ、あっ……。

　鋭い感覚が躰をわななかせ、それと連動して声が止まらない。快楽から逃れようと背中を丸めて抵抗を示しても、なんの役にも立たなかった。また躰が浮きあがる。さっきよりも激しいふるえが躰を突き抜け、王子様の胸に伏せていた顔を上向けて叫ぶような声をあげた。

「王子様……ああっ、やっ」

　うごめく指先がやめる気はないと伝え、休む間も与えられずに息苦しく喘いだ。

「まだだ」

　王子様のくぐもった声も不満を告げた。

　荒く息を吐くわたしのくちびるを王子様がふさいだ。上下感覚を失い、頼りは王子様の存在だけになり、それがわたしを急激に追いつめる。叫び声は王子様の口のなかに消えた。

　くちびるが離れると胸を上下させながら、音が立つ呼吸を繰り返した。抱き寄せられるのに任せ、王子様の肩にぐったりと頭をのせた。

　溶けているんじゃないかと思うくらい熱くなった躰の中心はまだ占領されたままで、王子様の指を拒むどころか悦んでいるかのように戯れる音を出した。

「お…うじ…さ……もう…ぃや……」

　声をあげる力すら奪われて、わたしは囁くように王子様の耳もとで訴えた。

「おまえの声が欲しい」

　意識が朦朧として、ただ躰が王子様の動きに反応している。ぴくぴくと跳ねる腰も重たくなっていった。

　何回めだろう。小さな数も数えられないまま、激しい痙攣が全身を伝い、静寂の世界で木魂した叫び声が夜空に融和した。




　温かい繭に包まれて、外敵から守られているような安住のなかで意識が浮上した。

「起きたか？」

　今朝、同じ言葉で起こされたことを思いだしてパッと目を開けた。周りを見回すとまだ同じ場所にいて、地べたにあぐらを掻いた王子様の腕のなか、わたしは横向きになって抱かれていた。

「王子様」

「気分はよかったか？」

「……死ぬかと思いました」

　夜空に慣れた目が、王子様の陰った表情を捉えた。不思議に思って見上げると、王子様は小さく呻く。

「おまえの願い事はなんだ？」

「え？」

　唐突な質問すぎて、わたしは戸惑いながら訊き返した。

「願うべきことがあるだろう？」

　王子様はその願い事を知っているかのように切迫して催促した。

　けれど、当のわたしは王子様が思う、〝わたしの願い事〟が思い当たらない。

「王子様？」

「おまえが願えば、おれはおまえの死を回避してやれる」

「わたしが願う？　わたしの死？」

　きょとんとしたわたしを見下ろした王子様は苛立ったように顔をしかめた。

「意識の領域は侵せない。おれが宇宙の意識の一部であるように、おまえの意識はあいつから生まれた一部だ。あいつがおまえの意識を握っている。おれが意識を喰らえば切り離せるが、喰ったところでおまえとしての意識はなくなる。このまま肉体が死んでも意識は残り、再生は可能だ。だがそうなってもそれはおまえじゃない。あいつと交渉する。おれはおまえが欲しいんだ。おまえの声が欲しい」

　王子様の口から差し迫って言葉が流れた。

　おまえは人間じゃない――なんだか……それからずっと、愛の告白を受けているような気がする。王子様に限らず、わたしは勘違い人間なんだろうか。

「王子様？　さっき違う意識は必要ないって。それに声って……静かなのが好きなのに……」

　王子様の困惑が伝わってきて、わたしは言葉を切った。

　美しいとか欲しいという心はあっても、さみしい、ということを知らない王子様は、たったいま自分が口にした『欲しい』という意味をよくわかっていない。たぶん。……そう思いたい。

　王子様のそういう感性がわかるくらい、きっとわたしたちの意識は近づいている。

「わたし、うるさくても音があると安心するみたいで、テレビの雑音とか歌とか、とにかく好きなんです。それに、高い所が苦手だし、酸素ないとダメだし、だから宇宙へは行けません。それでもいいんですか」

　王子様を追いこんで落とすよりは、真の意味をわからないままでも言葉で伝えてくれるほうがずっとお得な気がする。

　わたしは下手に出てみた。

「うむ。電波は興味深いものがある」

　王子様は満足げに答えた。

　それってえっちビデオのことだろうか、と思ったけれどそこは突っこまないことにした。

　素直に譲歩した王子様はわたしに最高の希望を見せてくれたから。知らなかったことを知ることで、王子様はどんどん変わっていくのかもしれない。

「王子様、わたしはまだ死ぬ予定はありません。少なくとも今日の王子様のせいで死ぬことはありませんから」

　さっきの切実さを見るかぎり、このへんで誤解は解いておかないと、王子様はへんな行動をとりかねない。

　それに、わたしの寿命があの神様紳士に握られているというのなら、神様紳士の言い様からして、わたしに間近の死は考えられない。

「……だが、体液が出るのは人間の肉体の死を意味すると得ている」

「多少のことではそういうことはありません。いまは医学も進歩してますし。あの出血は……人によって違いますけど、ああいうことがはじめてだとその……なかが狭いから裂けるんです。よくあることですから」

　……。

　王子様は黙りこんだ。

「王子様？」

　少し不安になって呼びかけると、王子様の瞳が暗いなかできらりと光った気がした。

「おれを誑かすとはいい度胸だ。懲りていないらしい」

　王子様が顔をおろし、腕のなかにいるわたしの顔に近づけた。

　間近に見る瞳になんらかの決意が見えた。それが何かを察するのはたやすい。

　わたしは慌てふためいて王子様の腕を抜けだした――つもりが思ったように躰が動かなくて、もがいただけで終わった。下半身が異様に重たい。えっちのしすぎだ……というよりはわたしが勝手に気分よくなりすぎている。

　王子様の指は……。

　回想しそうになって急いで振り払った。

　赤くなったのは見えないだろうけれど、体温は明らかに上昇した。

　でも今度、王子様と合体したらなんだかうれしいかも……。……が、合体って……だめ、まだ違うこと考えてる！

　いまはこっちのほうをちゃんと決着つけておかないと。

「王子様、そのまえに願い事を！」

　どうでもよくなるまえにやっぱり安全策はとっておく。手を伸ばして王子様の顔を遠ざけた。

　その理由は地球を守るためなんていう大それたものじゃない。ただ、地球を捨ててほしくない……というのも言い訳だけれど……。

「願い事は終わりだ」

　王子様は言いきり、わたしは目を見開いた。

「え……だってあと一つ」

「おまえ、バカ三回、また唱えたんだが？」

「は？　また……って？」

「風呂に入るまえだったな」

　すぐにはぴんとこなくて、わたしは向き合った王子様をばかみたいに見上げた。それから――

　……あ！

　思いだした。自分に自信がないわたしは、えっちできれば王子様は人間だれだっていいんじゃないかと思った。興味がなくなっていずれわたしに飽きるかもしれない、とも。そんなことを認めたくなくて、嫌だと思う自分が信じられなくて、理由を知ることに抵抗してバカ三回つぶやいたんだった。

「あれは唱えたんじゃありません！」

「そう言われても、もう叶えてやった」

「え？」

「おまえはバカが欲しいらしい。バカはおれのことだと言ったな？」

「それは昨日の『しばらく』のなかに入ってるんじゃないんですか」

「うむ。しばらく、を、無期限、に変えたつもりだが」

　そう言われると顔がにへらっと緩んでしまう。やっぱりお得だ。

　けれどここはしっかり。

　わたしは気を引き締め、バカ三回を逆手に取って応戦することにした。

「それはわかりました。でも、出かけること。わたし、三回唱えてません」

「……。願い事かと訊いたはずだ」

「そう取ってもらっていいとは言いましたけど、王子様は三回唱えろって言いませんでした。つまり、普通に応じてもらったという解釈ですが……あの、だめですか？」

　最後は可愛く――かどうかはともかく、遠慮がちに付け加えてみた。

「じゃあなんだ、願い事は」

　王子様はめちゃくちゃなわたしの言い分にも怒ることはなく、渋々とした声で応じた。

「いつもの、です」

「なんだ、いつもの、とは」

「だから、願い事、あと二つお願いします」

　さすがに三回めとなると王子様の雰囲気がこわばった。

「いい度胸だ。それなら、一度に十個と言ったほうが早いと思うが」

「でも、十個にしたら、いくつ叶えてもらったかわからなくなりそうです。二つだと、一つお願いするときに一緒に頼めば間違いありませんから！」

　そう答えると、また王子様の雰囲気が変わった。見上げた口もとが小さく歪んでいる。

　……もしかして……笑ってる？

　えっちと甘いもの餌づけのとき以外は、怒ったり気に入らなかったりという、マイナスの表情しかなかった王子様の顔にはじめて宿ったプラスの表情で、どきどきした。

「ならば、無限に叶えてほしいという願い事をすれば手っとり早くないか？」

「……。あ、そうですよね……。じゃあ、無期限無制限で願い事を叶えてください」

　ためらったすえ、わたしは三回繰り返した。

「却下だ。おれがそんな戯言を引き受けると思うか」

　調子に乗ったわたしを王子様は即行ではね除けた。お得な幸せセリフを吐いてくれても尊大さは健在だ。

　目を伏せて小さくため息をついたわたしの口もとに息がかかった。驚いて目を上げると触れそうなくらい近くに王子様のくちびるがある。

「あと二つ、いいだろう。おれはおまえを喰う。代償だ」

　触れそうになったくちびるは結局触れることなく、王子様はわたしを抱いたまま立ちあがった。

「王子様！」

「今度はゆっくり飛んでやる」

　そう言われても飛ぶことには変わりない。しっかりと王子様の首に巻きついて、目を閉じるとうなずいた。

「行くぞ」

　それを合図に躰が浮く。

　王子様が言ったとおり、今度は重力を感じることなくふわりとして、なだらかな半円を描いている感じだ。

　しばらくして、おそるおそる目を開けてみた。王子様の背中越しに景色が後ろに飛んでいる。不思議な光景で、夜ということがどこか異世界に紛れこんだ気にさせる。それに、この時季の夜風は心地いい。わたしを支える王子様の腕は安定していて、オープンカーでドライヴしている気分になった。

　肩にぺたりとつけていた顔を少し離してみた。気づいた王子様が目を向け、怖くないと言うかわりにわたしは笑い声をあげた。

　すると、王子様は目を細め、それから一気に加速した。意地悪なのか、わたしは結局、最初と同じように泣き叫ぶ羽目になった。

　アパートに着地すると、ふるえて使い物にならないわたしの手から鍵を取りあげて、王子様は正当に玄関から家のなかに入った。

　ベッドにおろされると、ただでさえ重かった躰はぐったりとのびた。

「ちょっとすぎたか？」

「……ちょっとじゃありません」

　精神的にも疲れ果てわたしは答えるのも億劫で、おそらくは気遣うふりをしている王子様の問いに、力なくクレームをつけた。

「ならば、おれからの代償だ。気分よくしてやろう」

　悦に入った声で王子様はわたしの口もとに囁いた。









  



八．もしも願いが叶うなら




「王子様、もうちょっと待ってもらえませんか！　力が入らなくて――」

「力は不要だ」

　王子様は自分の都合のみで言いきり、わたしの躰を横向きにした。ワンピースのファスナーをおろした手は、せっかちに身に着けたものを剥いでいく。

　また仰向けに戻されると、膝を立てて脚を広げられた。手のひらに敏感な場所を撫であげられ、脱力した躰はぴくりと条件反射した。

　わたしの脚の間で、今度は王子様が自分の服を脱いでいく。

　王子様の言い分は尊大でちょっと癪に障るけれど、強靭な躰はきれいすぎて、確かにわたしの身に余る。

　服をベッドの下に放ると、王子様はわたしの脚に手をかけた。膝の裏を支えた手が押しあがり、伴って腰が持ちあがる。

「やっ」

　拒絶を気にもしない王子様の、喰い入るような視線をそこに感じた。消えたいくらいに恥ずかしい。

「美味しそうだな」

　つぶやかれた言葉は最初に胸先を食べたときと同じで、やっぱり王子様はそこに喰いついた。

　無防備な場所は、王子様のくちびるに本当に食べられそうに含まれて、当然はじめての感触ということが未知の感覚に拍車をかけた。

　吸いつかれると何かが漏れだすような感じがして、躰が抵抗するようにわなないた。

「あっ、やめて！　王子…様……怖…い……あっ」

　わたしの訴えに、王子様はぬらりとひとまわり這ったあと離れた。脚を放した手が肩の両脇に来て、王子様は伸しかかるように真上からわたしを見下ろした。

「おれの瞳に何が見える？」

「宇宙」

「それがどういうことかわかるか？」

　燻った藍色の瞳を見上げながら、わたしは小さく首を振った。

「おまえはおれの意識を見ている。おれがそれを隠しきれていないということは、おれはおまえに気を許しているのだろう」

　お得な幸せセリフがまたおりてきた。驚いて見つめると、王子様の口が小さく歪んだ。

「はい」

　笑ったわたしのくちびるを王子様の指が這った。

「それなら何を怯えることがある？　おまえの水は吸い尽くしたいほど甘くて美味しい」

　そう言うと王子様はまた膝を持ちあげて、くちびるをそこに埋めた。

　コントロールする体力も気力もないいま、王子様の力に縛られて動けず、ただ快楽を押しつけられる。躰から溢れる水が、王子様のくちびるから流れる水と入り混じって、わたしのお尻を伝った。

　やがて、躰から意識が離れたような感じがして、わたしは王子様が導くままに宇宙につれていかれた。

　酸素不足で荒い息を吐くわたしの躰を王子様の手がなだめる。

「いいか？」

「……今度は王子様も」

「うむ。おまえの名、綸子、とはなんだ？　人間の名は何かを表していると得ているが」

　はじめて名前を発音されると、玩具から格段に昇格した気になった。『なんだ』は王子様が気にしている証拠だ。

「違う発音をすると綸子りんずって言って、お洋服とかに使う絹っていう生地のことです。艶々してて肌触りがよくて。その絹みたいに優美な女の子になるようにってお母さんがつけてくれたんですけど、せめて優美って名前じゃなくてよかった。ちょっとわたしには無理――」

「綸子、か。賢明な人間もいるようだ。おまえの肌も声も触りがいい。おまえそのものの名だ」

　最後まで言わせずに口を挟んだ王子様の発言は、恋は盲目、そのもので。もしくはわたしと同じで、物語の王子様のように嗜好が偏っている。

　思わず笑みを浮かべると、目を細めて王子様は小さく唸った。

　わたしが笑うと、王子様は何かに迫られているような表情を見せる。そんな王子様の法則を発見したとたん、王子様のモノが体内の入り口に触れた。反射的に躰が少しこわばった。それが伝わったのか、すぐに侵すことはなく、王子様の指は充血してふくらんだ襞に触れた。やわらかくつつかれ、躰をよじらせて喘ぐうちに緊張はどこかへ押しやられていく。

　びくつく腰がつかまれると、王子様は呻きながら躰のなかにじんわりと深く沈んできた。

　う、あっ……ん、くっ。

　体内は充分すぎるほど潤っていて痛みを感じることはない。ただ、躰の奥までいっぱいになって息が詰まった。

　王子様の手が大切なものを扱うようなしぐさで躰を撫でる。侵された衝撃のせいで快楽が薄らぐと理性が表れ、すると、願い事はヴァージンに戻してほしいということでもよかったと思い立つ。けれど、こんなふうにあやされると、そんな願い事は下らなくなる。

　胸の先に指先が集中すると舌足らずの声が漏れて、そこから体内の奥深くに疼痛に似た反応が伝わっていく。静止したままだった王子様は呻き、わたしは体内で自分のものとは違う鼓動を感じた。

　目を開けるとつらそうな表情の王子様がいた。誘われるように手を伸ばすのと、王子様がまえのめりになるのが一緒になって、その顔に届いた。

　ただ触れていることをうれしいという気持ちが、快楽を欲求する後ろめたさをなくす。躰だけの繋がりなら、ただ触れただけでこんな気持ちにはきっとなれない。その気持ちは王子様もたぶん同じで……願ったキスがおりた。

　顔を上げた王子様の瞳はまだ烟っていて、さっきのわたしみたいに息も荒い。

「気分がよかった。おまえはいいか？」

「わたしは……そのまえにいい気分いっぱいありました」

「そうか」

　どこか納得していない声に続いて――

「バカ、とはなんだ？」

　戸惑った声が唐突すぎる質問をして、わたしはぽかんとした。

「はい？」

「人間の言葉は難しい。あまりいい表現では使われていないようだが。……どうもバカという願い事がしっくりこない」

　わたしは言葉に詰まった。せっかくのロマンティックな気分を台無しにするにはもったいない。というより、こんな状態でバカとは何かと訊かれても……王子様、ちょっとデリカシーに欠けている。

「え……っと……」

　どうしよう……そうだ、笑ってごまかす！

　わたしが笑うとなんらかの衝動を駆り立てるらしいから。……でも気になりだしたらとことん追求されることも違いない。わたしは考えた。

「バカ……とはですね……バ……あ、バカみたいにすごく好きってことです！　つまり、好きっていう人が欲しかったんです！」

「好き、とはなんだ？」

「あの……ぎゅってしたいとかキスしたいとかずっと一緒にいた――」

「キス、とは、好き、の反対だが？」

「……じゃなくて、キスはさっきみたいに口でやる、ぎゅっ、です」

「そうか」

「そうです、好き、です！」

　言ってしまってから、いまの言い方はまるで告白になっていると気づいた。けれど赤くなるよりさきに、合体したままだった王子様が躰のなかで元気になった。

「……王子様？」

「おれも好きは気に入っている」

　わたしの説明はうまく伝わらず、王子様は微妙な解釈をしたようだ。

　告白とは取られていないことにほっとしたようながっかりしたような、複雑な気分になった。それはほんのつかの間のことで、すぐ王子様が動きだして思考力は砕かれた。

　王子様が突き進んでくるのに合わせ、わたしの口から声が押しだされる。

　あっ、あっ…ふっ……。

　昼間のように急くような動きではなく、ゆっくりとしている。律動とやわらかい襞が絡んで、躰の芯がふるえるような、いままでと違った感覚を知った。

　躰の奥でわたしと王子様の蜜が撹拌され、窮屈ななかのわずかなすき間から、恥ずかしいくらいにじゃれ合う水の音が立った。止めたくても快楽を覚えると、躰の奥で勝手に熱が発生して欲張りになる。

「やっ……もう……だ…めっ」

　新たなさきを知りたい欲求とは裏腹にわたしは抵抗した。

「我慢……するな」

　王子様も苦しそうで呻くように促した。それはなぜかうれしくて、わたしの箍を外し、躰の奥が痙攣するままにゆだねて王子様が願う声を放った。

　王子様はくぐもった声で応じ、わたしは大きな躰で覆われた。上下する互いの呼吸がぶつかってくすぐったい。息を切らしながらも小さく笑みを漏らすと、反応した王子様がまた大きくなった。

「王子様っ」

　信じられない気持ちで叫んだ。

「尽きない」

「無理です！」

　引きとめたのに、王子様は両脇に肘をついて躰を起こすと、自身も荒い息を吐いているくせに強靭ぶりを発揮する。

　王子様が試すようにゆっくり躰を引いてまたわたしの奥を目指した。わたしは躰を投げだすようにのけ反り、口を開く。

　ああっ！

　振り絞るような声と同時に余韻だらけの躰が痙攣した。怖いくらいに思考力が融けていく。

「もう……いい……ぃや」

　力ない声で訴えたわたしの額に手が触れ、目を開けた。髪を撫でるようにおろした手が濡れた頬をくるんだ。

「おまえの瞳は雨を降らす。おまえを抱くと波の音がする。おまえはまるでこの地球だな」

　不思議そうな声が幸せセリフを吐いた。そして。

「おまえの躰のなかには宇宙がある」

　王子様は満足至極に宣言じみて、また、好き、を再開した。

　宇宙空間に放りだされたみたいに躰の自由がきかなくなり、わたしのすべての感覚は飽和した。




「そいつが気に入ったかな」

　無音の深層にいたなか、愉快そうな耳鳴りがした。

　ぱっと目を開けると、ベランダの手摺りに神様紳士が脚を組んで腰かけていた。

「神様！」

　神様紳士は軟派な様で手を振って見せる。

「私の後継者育成は君で充分だと見受けた」

「後継者？」

　神様紳士は、ベッドに寝転がったわたしの背中を指差す。

　背後を振り向こうとしたが、金縛りにあったように躰が動かない。ただ、背中があったかくて、腰を抱く腕の感触から王子様に抱っこされているのはわかった。

「作ったのはいいが、私の意識を分け与えたばかりに人間というのは面倒くさい生きものになってしまってな。都合が悪くなると、神様、とやたら願い事を唱えられてうるさくなる。ほとんどは聞き流しているが、おちおちイチャつくこともできない」

　やっぱり軽薄だ。人間は気まぐれのもと作ったような玩具扱いだし、願い事を聞き流すとかイチャつくとか、神様たる者それでいいのだろうか。

　……いや、わたし自身、神様じゃなくてもお星様に、愛をください、なんてお願いしたことを思うと、それしきのことで、と却下されても文句は言えない。

　と、反省している傍らで。

「ということで、しばらく地球を離れて、遅まきながら新婚旅行に出かけてくるよ」

『ということで』とは、どういうことで、なのか、神様紳士はにこにこと宣言した。

　あの茶目っ気たっぷりなご婦人が神様の奥さまだということは間違いない。

　神様紳士は細い手摺りに危なっかしく立って――と見えるのはわたしが高所恐怖症だからであって、実際は軽々と立っているのだけれど――皇族よろしく手を振る。釣られて、「いってらっしゃい」と見送りかけた一瞬後、ハッと我に返る。

「ちょ、ちょっとお待ちを！」

　急いで呼びとめた。

「なんだね」

「だから、後継者育成ってなんでしょう!?　話が置き去りになってますが！」

「つまり」

「つまり？」

「地球の神様役はそいつに譲るってことだよ」

「……、は？」

「何かあったら呼んでくれたまえ。なあに、心配することはない。君は私の意識の一部だ。呼んでくれればどこにいようが私に届く」

　ってことはもしかして、神様紳士、永久に新婚旅行するつもりなのか。そんな口ぶりだ。

「どうだろうねぇ。ちなみに、永久という言葉は、我々には意味のない言葉だ」

　声に出したつもりはなく、わたしの思考はやはり神様紳士に筒抜けらしい。

「神様とは便利な言葉だ。神からのお告げにまさか逆らわないだろう。地球は君に任せた」

　高らかに笑いながらそんなことをのたまい、神様紳士は無責任に旅立っていった。

　呆然と見送り。

「あ、待って――」

　と叫んだ刹那。

「なんだ」

　応じたのは神様紳士じゃない声――王子様だった。

　わたしはぱっと目を開ける。

　そう、目を開けた、のだ。

　窓の外は空が白んできている。

　いまのは夢？

　と思ったら。

「私からの友好のしるしに、あいつにプレゼントだ」

　そんな耳鳴りがした。

　何を、と思った矢先、わたしは手のなかに何やら物体があるという感触を見いだした。

　反射的に顔のまえに手を持ってきて開いてみると、手のひらから星みたいな金平糖の形をした飴玉が落ちた。

「いいか？」

　王子様の声が背中越しに躰を伝って響く。

　頭のなかがぐちゃぐちゃになって把握できなかった状況は、その言葉で甦る。えっちの途中から記憶がなく、わたしはまた気絶したらしい。その間、神様紳士が出てくる夢は見たけれど、昨日と違うのは、王子様の腕のなかにいるのが夢でなくてよかったと思ったこと。

　ほっと息をついたのもつかの間、無意識に目のまえの飴玉を拾ったとたん、わたしははたと現実に直面した。

　飴玉を持っていた記憶はなく、第一、わたしが買ってきた飴玉とは違う。

　つまりのつまり。

　神様紳士との会話は、複雑極まりない説明をすれば、夢だろうと現実、で、王子様のあいつが神様なら、神様のあいつは王子様。神様紳士が言う後継者が王子様で……つまり……王子様って神様!?　なんて驚くまでもなく、神様紳士は神様役を譲るとか言っていた。

　つまり。

　わたしって、神様とえっちしたってこと!?

　なんて罰当たりな……。

　卒倒しそうになった。実際にそうならないのが、わたしの図太さを証明しているみたいで、自分を信じられなくなりそうだ。ただし、せっかく気を遣ってくれている王子様を放りだして卒倒するわけにもいかない。

　図太さをどうにか正当化すると、わたしは気を取り直して、王子様の腕のなかで躰の向きを変えた。

「王子様、プレゼントです」

　親指と人差し指で摘んだ飴玉を差しだした。

「なんだ」

「神様から、友好のしるしだそうです」

「神様とはなんだ？」

「王子様が言う、人間を作った人です」

「友好とはなんだ？」

「お友だちってことです」

「うむ。くだらないがもらっておこう」

　ひねくれた返事をして王子様は口を開く。わたしは笑いを堪えながら、口のなかに飴玉を放りこんだ。

「王子様、早起きですね」

「おれは眠らない」

　わたしはびっくり眼で王子様を見つめた。王子様には驚かされることがたくさんある。

「ずっと起きてたんですか」

「そうだ」

「このまま？」

「そうだ」

「昨日も？」

「くどい」

　王子様を簡単に受け入れて、それどころかだれにも譲りたくなかった理由がひとつわかった気がした。

　眠っている間も、鼓動という雑音を伴って、その腕は意思を絶やさずにわたしを包んでくれていた。そういう安住の場所をくれる人は〝人〟のなかにはいない。

「なんだか悪い気がします」

「なんだ？」

「わたしは眠ってしまって気持ちいいですけど、王子様を独り残してるみたいです」

「おれはかまわぬ。こうして宇宙を見られればそれで充分だ」

　王子様はカーテンを開けっぱなしにした窓の向こうに目をやった。

「王子様、宇宙の話をしてください」

「うむ」

　王子様の話す声を聞きながら微睡まどろんだ。

　再び目覚めたときも同じでやっぱり安心した。

「ごはん、用意しますね」

　腕のなかを抜けだして起きあがったものの、躰は鈍く、脚の間には濡れた感触が残っている。体内からとくんとふたりの蜜液がこぼれてきた。

「あ、ティッシュ――」

「綸子！」

　切羽つまった声にびっくりして振り向くと、王子様がわたしのお尻を見つめている。躰をひねってみると、お尻の下のシーツが真っ赤に染まっていた。

　あ――。

　王子様が跳ね起きて、わたしの腕を痛いほどにつかんだ。

「なぜだ？　おまえは死ぬのか！」

「王子様――」

「願うんだ。おれがあいつと――」

「王子様！　だから違うんです」

「違うとはなんだ！」

「これ、生理現象のひとつです。人間の女性にあるもので、ホントに生理っていうんです。だから死ぬわけではありません」

「大丈夫なのか？」

「はい」

　念を押す、気の抜けた問いかけに、わたしがうなずいて二つ返事をしたとたん、王子様はそのまま後ろにばたんと倒れた。

「王子様！」

　王子様は微動だにせず、目を閉じて答える気配がない。

　もしかして……気絶？　……。

　これくらいで気絶って……でも、うれしいかも。

　それに気絶できるってことは、いつか王子様も眠れる日が来るのかもしれない。というより、眠らせてみせる。ふたりで眠るのも全然悪くない。

　だって寝顔、可愛い。

　きれいな顔に悪戯しちゃおうかとそそられたけれど、今回はキスの侵略に止めた。

　性の学習から始まった王子様。その必修科目にはわたしから〝優〟をあげよう。なんだ、って訊かれる面倒くささも、王子様の変化を見られるのなら楽しいはず。

　神様紳士が出した願い事の条件なんて無視すれば、人間の意識を呑みこんでしまって地球をさっさと乗っとれるだろうに、あくまで平和路線で進めようとするあたり、王子様はやっぱり素直で、けっして凶暴じゃない。正確に王子様の意思を代弁すれば、〝乗っとる〟のではなく、ただ美しく静寂な地球を眺めたかったのだ。

　それなのに、わたしの意識と触れ合ったのが運の尽き――いや、千載一遇の好機、といえばずうずうしいだろうか。

　名前を呼んでくれたことに気づいたのはちょっとあと。

　たまに羽目を外してみるのも、思わぬ幸せが転がりこんだり。

　落ちたのは、お星様じゃなくて、きっと恋。




　やがて目が覚めた王子様は、ずっと見守っていたわたしが笑ったのを見ると、泣きそうと感じるくらい切実な顔で抱きしめてくれたんだった。




　神様




　バカ三回なかったことにしてください。

　――は、なかったことにしてください。

　それから。

　もしも願いが叶うなら。

　わたしと王子様に、いま、をたくさんください。




　対王子様地球防衛軍　唯一構成員＆王子様教育係　旭妃綸子




　追伸

　あれから王子様は出血トラウマ保持者になりました。防衛成功？　うむ。
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もしも願ねがいが叶かなうなら
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